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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告グループの各々に関するＣＳＩ報告構成を特定
すること、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、前記ＵＥのキャリアアグリゲーショ
ン構成におけるコンポーネントキャリアの組からの複数のコンポーネントキャリアを備え
る、と、
　前記ＣＳＩ報告グループの各々に関する基準コンポーネントキャリアを決定すること、
ここにおいて、前記基準コンポーネントキャリアは、ＣＳＩ報告グループ内の前記複数の
コンポーネントキャリア間で循環する、と、
　各基準コンポーネントキャリアに関するＣＳＩパラメータを特定することと、
　コンポーネントキャリアの前記組の、各々のコンポーネントキャリアに対応する一組の
ＣＳＩデルタ値を計算すること、ここにおいて、コンポーネントキャリアに関する前記Ｃ
ＳＩデルタ値は、前記対応するＣＳＩ報告グループの前記基準コンポーネントキャリアに
関する前記ＣＳＩパラメータに基づく、と、
　前記対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいて前記複数のＣＳＩ報告グル
ープの各々に関する結合されたレポートを生成すること、ここにおいて、前記結合された
レポートの各々は、前記基準コンポーネントキャリアに関する前記ＣＳＩパラメータと、
前記対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに関する前記計
算されたＣＳＩデルタ値と、を備える、と、
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　前記結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信することと、を備え、
　前記方法は、前記コンポーネントキャリアの前記組が前記複数のＣＳＩ報告グループに
分割される、ＣＳＩ報告グループの構成を受信することをさらに備える、
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアの各々に関するＣＳＩ情報を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　コンポーネントキャリアの前記組からの各コンポーネントキャリアは、前記複数のＣＳ
Ｉ報告グループのうちの１つのＣＳＩ報告グループと関連される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する前記結合されたレポートを生成すること
は、
　前記ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに対応する複数のＣＳ
Ｉレポートを多重化することを備え、ここにおいて、各々の個々のＣＳＩは、個々の物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットに少なくとも部分的に基づく、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記送信することは、
　第１のアップリンク（ＵＬ）コンポーネントキャリアの第１のＵＬ制御チャネル上でハ
イブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを第１の結合されたレポートととも
に送信することと、
　第２のＵＬコンポーネントキャリアの第２のＵＬ制御チャネル上で残りの結合されたレ
ポートを送信することと、をさらに備える、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の結合されたレポートを送信することは、
　前記報告の周期性に基づいて、前記ＵＥのスケジューリング構成により物理アップリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で前記１つまたは複数の結合されたレポートを送信する
ことを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＣＳＩ報告構成の各々は、ＣＳＩ報告周期性を備え、および、ここにおいて、前記
１つまたは複数の結合されたレポートを送信することは、
　前記ＣＳＩ報告周期性に少なくとも部分的に基づいて前記１つまたは複数の結合された
レポートを送信することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記結合されたレポートのうちの２つ以上の間での衝突を特定することと、
　優先順位設定方式に少なくとも部分的に基づいておよび前記衝突が特定されたときに前
記２つ以上の結合されたレポートのうちの少なくとも１つを送信することを控えることと
、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記優先順位設定方式は、一組の報告タイプに少なくとも部分的に基づき、および、こ
こにおいて、各ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアの各コンポー
ネントキャリアは、同じ報告タイプを有する、
　請求項８に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記優先順位設定方式は、最低のサービングセルインデックスに少なくとも部分的にさ
らに基づく、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）に関するキャリアアグリゲーション構成において一組のコンポーネ
ントキャリアを構成することと、
　コンポーネントキャリアの前記組の少なくとも一部分を複数のＣＳＩ報告グループに分
割すること、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、複数のコンポーネントキャリアを
備える、と、
　ＣＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成することと、
　対応する前記ＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ報告グループに対応
する１つまたは複数の結合されたレポートを前記ＵＥから受信すること、ここにおいて、
前記結合されたレポートの各々は、基準コンポーネントキャリアに関するＣＳＩパラメー
タと、前記対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに関する
計算されたＣＳＩデルタ値と、を備え、ここにおいて、コンポーネントキャリアに関する
前記ＣＳＩデルタ値は、前記対応するＣＳＩ報告グループの前記基準コンポーネントキャ
リアに関する前記ＣＳＩパラメータに基づく、と、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１２】
　コンポーネントキャリアの前記組の少なくとも一部分を分割することは、
　一組の報告タイプに少なくとも部分的に基づいて各ＣＳＩ報告グループに関する複数の
コンポーネントキャリアを選択することを備える、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアの各々に関するＣＳＩ情報を備える、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告グループの各々に関するＣＳＩ報告構成を特定
するための手段、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、前記ＵＥのキャリアアグリゲ
ーション構成におけるコンポーネントキャリアの組からの複数のコンポーネントキャリア
を備える、と、
　前記ＣＳＩ報告グループの各々に関する基準コンポーネントキャリアを決定するための
手段、ここにおいて、前記基準コンポーネントキャリアは、ＣＳＩ報告グループ内の前記
複数のコンポーネントキャリア間で循環する、と、
　各基準コンポーネントキャリアに関するＣＳＩパラメータを特定するための手段と、
　コンポーネントキャリアの前記組の、各々のコンポーネントキャリアに対応する一組の
ＣＳＩデルタ値を計算するための手段、ここにおいて、コンポーネントキャリアに関する
前記ＣＳＩデルタ値は、前記対応するＣＳＩ報告グループの前記基準コンポーネントキャ
リアに関する前記ＣＳＩパラメータに基づく、と、
　前記対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいて前記複数のＣＳＩ報告グル
ープの各々に関する結合されたレポートを生成するための手段、ここにおいて、前記結合
されたレポートの各々は、前記基準コンポーネントキャリアに関する前記ＣＳＩパラメー
タと、前記対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに関する
前記計算されたＣＳＩデルタ値と、を備える、と、
　前記結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信するための手段と、を備え、
　前記装置は、コンポーネントキャリアの前記組が前記複数のＣＳＩ報告グループに分割
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される、ＣＳＩ報告グループの構成を受信するための手段をさらに備える、
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）に関するキャリアアグリゲーション構成において一組のコンポーネ
ントキャリアを構成するための手段と、
　コンポーネントキャリアの前記組の少なくとも一部分を複数のＣＳＩ報告グループに分
割するための手段、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、複数のコンポーネントキャ
リアを備える、と、
　ＣＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成するための手段と、
　対応する前記ＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ報告グループに対応
する１つまたは複数の結合されたレポートを前記ＵＥから受信するための手段、ここにお
いて、前記結合されたレポートの各々は、基準コンポーネントキャリアに関するＣＳＩパ
ラメータと、前記対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに
関する計算されたＣＳＩデルタ値と、を備え、ここにおいて、コンポーネントキャリアに
関する前記ＣＳＩデルタ値は、前記対応するＣＳＩ報告グループの前記基準コンポーネン
トキャリアに関する前記ＣＳＩパラメータに基づく、と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、各々が本明細書の譲受人に譲渡され、２０１６年１月１４日に出
願され、「Channel State Information for Enhanced Carrier Aggregation」と題し、Ｄ
ａｍｎｊａｎｏｖｉｃ、等による米国特許出願第１４／９９５，４５３号、２０１５年１
月３０日に出願され、「Channel State Information for Enhanced Carrier Aggregation
」と題し、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃ、等による米国仮特許出願第６２／１１０，２８８号
、および、２０１５年１月１６日に出願され、「Channel State Information for Enhanc
ed Carrier Aggregation」と題し、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃ、等による米国仮特許出願第
６２／１０４，６５９号、に対する優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]以下は、概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、拡張キャリアアグリ
ゲーション（ｅＣＡ）に関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、映像、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャスト、等のような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開さ
れている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、
および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な
多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システムと、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システムと、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システムと、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（例えば、ロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）と、を含む。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、別の場合はユーザ機器（ＵＥ）
として知られ得る複数の通信デバイスに関する通信を各々が同時にサポートする幾つかの
基地局を含み得る。基地局は、（例えば、基地局からＵＥへの送信に関しては）ダウンリ
ンクチャネル上でおよび（ＵＥから基地局への送信に関しては）アップリンクチャネル上
で通信デバイスと通信し得る。
【０００５】
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　[0005]幾つかの場合、１つまたは複数の基地局は、複数のコンポーネントキャリアを使
用してユーザ機器と通信し得る。ＵＥは、各コンポーネントキャリアに関するＣＳＩを周
期的に報告し得る。コンポーネントキャリアの数が多い場合、チャネル状態レポートは頻
繁に衝突し、衝突している報告のうちの一部は、捨てられ得る。これは、ＵＥに関する通
信リンクを劣化させ得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]拡張キャリアアグリゲーション（ｅＣＡ）を伴うチャネル状態情報（ＣＳＩ）に
関するシステム、方法、および装置が説明される。多数のコンポーネントキャリア（ＣＣ
）を有するｅＣＡ構成は、ＣＳＩ報告グループに分割または編成されたＣＣを含み得る。
各グループ内のＣＣに関するチャネル状態情報は、いっしょに報告され得る。幾つかの場
合は、個々のＣＣレポートは、単一のレポートに結合され得、他の場合は、単一のチャネ
ル状態レポートは、グループ内の各ＣＣに関連する情報を含み得る。結合されたレポート
は、アップリンク制御チャネルまたはアップリンクデータチャネル上で、または両方で、
送信され得る。レポート間での衝突は、グループの報告タイプまたはグループ内のＣＣの
サービングセルインデックスに基づいて解決され得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、一組のコンポーネントキャリアを
備えるキャリアアグリゲーション構成を特定することと、複数のＣＳＩ報告グループの各
々に関するＣＳＩ報告構成を特定すること、各ＣＳＩ報告グループは、キャリアアグリゲ
ーション構成におけるコンポーネントキャリアの組からの複数のコンポーネントキャリア
を含む、と、対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいて複数のＣＳＩ報告グ
ループの各々に関する結合されたレポートを生成することと、結合されたレポートのうち
の１つまたは複数を送信することと、を含み得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、一組のコンポーネントキャ
リアを備えるキャリアアグリゲーション構成を特定するための手段と、複数のＣＳＩ報告
グループの各々に関するＣＳＩ報告構成を特定するための手段、各ＣＳＩ報告グループは
、キャリアアグリゲーション構成におけるコンポーネントキャリアの組からの複数のコン
ポーネントキャリアを含む、と、対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいて
複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合されたレポートを生成するための手段と、
結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信するための手段と、を含み得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プ
ロセッサと電子的通信状態にあるメモリと、メモリに格納された命令と、を含み得る。命
令は、一組のコンポーネントキャリアを備えるキャリアアグリゲーション構成を特定し、
複数のＣＳＩ報告グループの各々に関するＣＳＩ報告構成を特定し、各ＣＳＩ報告グルー
プは、キャリアアグリゲーション構成におけるコンポーネントキャリアの組からの複数の
コンポーネントキャリアを含み、対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいて
複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合されたレポートを生成し、および、結合さ
れたレポートのうちの１つまたは複数を送信するためにプロセッサによって実行可能であ
る。
【００１０】
　[0010]ワイヤレス通信のためのコードを格納した非一時的なコンピュータ可読媒体が説
明される。コードは、一組のコンポーネントキャリアを備えるキャリアアグリゲーション
構成を特定し、複数のＣＳＩ報告グループの各々に関するＣＳＩ報告構成を特定し、各Ｃ
ＳＩ報告グループは、キャリアアグリゲーション構成におけるコンポーネントキャリアの
組からの複数のコンポーネントキャリアを含み、対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部
分的に基づいて複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合されたレポートを生成し、
および、結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信するために実行可能である命
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令を含み得る。
【００１１】
　[0011]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例は、ＣＳＩ報告グループの各々に関する基準コンポーネントキャリアを選
択し、基準コンポーネントキャリアの各々に関するＣＳＩパラメータを特定し、基準コン
ポーネントキャリアに関するＣＳＩパラメータに基づいてコンポーネントキャリアの組の
各コンポーネントキャリアに対応する一組のＣＳＩ値を計算するためのプロセス、特徴、
手段、または命令をさらに含み得、結合されたレポートの各々は、対応する基準コンポー
ネントキャリアに関するＣＳＩパラメータと、対応する複数のコンポーネントキャリアに
関するＣＳＩ値の部分組と、を含む。さらに加えてまたは代替で、幾つかの例において、
結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内の複数のコンポーネントキ
ャリアの各々に関するＣＳＩ情報を含む。
【００１２】
　[0012]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、コンポーネントキャリアの組からの各コンポーネントキャリア
は、複数のＣＳＩ報告グループの１つのＣＳＩ報告グループと関連される。さらに加えて
または代替で、幾つかの例において、複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合され
たレポートを生成することは、ＣＳＩ報告グループ内の複数のコンポーネントキャリアに
対応する複数のＣＳＩレポートを多重化することを含む。幾つかの例において、個々のＣ
ＳＩレポートの各々は、個々の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマッ
トに少なくとも部分的に基づく。
【００１３】
　[0013]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、結合されたレポートのうちの１つまたは複数は、ＨＡＲＱフィ
ードバックを含み、結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信することは、第１
のＵＬ制御チャネル上で第１の結合されたレポートとともにＨＡＲＱを送信することと、
第１のＵＬ制御チャネルと異なるＣＣ上の第２のＵＬ制御チャネル上で残りの結合された
レポートを送信することと、を含む。
【００１４】
　[0014]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、１つまたは複数の結合されたレポートを送信することは、半永
続的なスケジューリング構成により物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で結
合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信することを含む。さらに加えてまたは代
替で、幾つかの例において、結合されたレポートのうちの少なくとも１つは、ＨＡＲＱフ
ィールドまたはスケジューリング要求（ＳＲ）のうちの少なくとも１つまたは両方を含む
。
【００１５】
　[0015]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例は、１つまたは複数のＣＳＩ報告がＨＡＲＱフィードバックを含む旨の指
示を送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。さらに加えて
または代替で、幾つかの例において、１つまたは複数の結合されたレポートは、まとめて
コーディングされる。
【００１６】
　[0016]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例は、１つまたは複数の結合されたレポートの周期性に少なくとも部分的に
基づいてＰＵＳＣＨに関する半永続的なスケジューリング構成を選択するためのプロセス
、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。さらに加えてまたは代替で、幾つかの例は
、半永続的なスケジューリング構成によりＰＵＳＣＨの残りのリソースを使用してデータ
を送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１７】
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　[0017]さらに加えてまたは代替で、幾つかの例において、ＣＳＩ報告構成の各々は、Ｃ
ＳＩ報告周期性を含み、１つまたは複数の結合されたレポートを送信することは、ＣＳＩ
報告周期性に少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数の報告を送信することを含む。
【００１８】
　[0018]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例は、結合されたレポートのうちの２つ以上の間での衝突を特定し、優先順
位設定方式および特定された衝突に少なくとも部分的に基づいて２つ以上の結合されたレ
ポートのうちの少なくとも１つを送信することを控えるためのプロセス、特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得る。さらに加えてまたは代替で、幾つかの例において、優先順位
設定方式は、一組の報告タイプに少なくとも部分的に基づき、および、各ＣＳＩ報告グル
ープ内の複数のコンポーネントキャリアの各コンポーネントキャリアは、同じ報告タイプ
を有する。
【００１９】
　[0019]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、優先順位設定方式は、最低のサービングセルインデックスに少
なくとも部分的にさらに基づく。
【００２０】
　[0020]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、ＵＥに関するキャリアアグリゲー
ション構成において一組のコンポーネントキャリアを構成することと、コンポーネントキ
ャリアの組を複数のＣＳＩ報告グループに分割すること、各ＣＳＩ報告グループは、複数
のコンポーネントキャリアを含む、と、ＣＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを
構成することと、対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ報告グル
ープに対応する１つまたは複数の結合されたレポートをＵＥから受信することと、を含み
得る。
【００２１】
　[0021]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、ＵＥに関するキャリアアグ
リゲーション構成において一組のコンポーネントキャリアを構成するための手段と、コン
ポーネントキャリアの組を複数のＣＳＩ報告グループに分割するための手段、各ＣＳＩ報
告グループは、複数のコンポーネントキャリアを含む、と、ＣＳＩ報告構成を有する各Ｃ
ＳＩ報告グループを構成するための手段と、対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的
に基づいてＣＳＩ報告グループに対応する１つまたは複数の結合されたレポートをＵＥか
ら受信するための手段と、を含み得る。
【００２２】
　[0022]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プ
ロセッサと電子的通信状態にあるメモリと、メモリに格納された命令と、を含み得る。命
令は、ＵＥに関するキャリアアグリゲーション構成において一組のコンポーネントキャリ
アを構成し、コンポーネントキャリアの組を複数のＣＳＩ報告グループに分割し、各ＣＳ
Ｉ報告グループは、複数のコンポーネントキャリアを含み、ＣＳＩ報告構成を有する各Ｃ
ＳＩ報告グループを構成し、および、対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づ
いてＣＳＩ報告グループに対応する１つまたは複数の結合されたレポートをＵＥから受信
するためにプロセッサによって実行可能である。
【００２３】
　[0023]ワイヤレス通信のためのコードを格納する非一時的なコンピュータ可読媒体が説
明される。コードは、ＵＥに関するキャリアアグリゲーション構成において一組のコンポ
ーネントキャリアを構成し、コンポーネントキャリアの組を複数のＣＳＩ報告グループに
分割し、各ＣＳＩ報告グループは、複数のコンポーネントキャリアを含み、ＣＳＩ報告構
成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成し、および、対応するＣＳＩ報告構成に少なくと
も部分的に基づいてＣＳＩ報告グループに対応する１つまたは複数の結合されたレポート
をＵＥから受信するために実行可能な命令を含み得る。
【００２４】
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　[0024]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、コンポーネントキャリアの組を分割することは、一組の報告タ
イプに少なくとも部分的に基づいて各ＣＳＩ報告グループに関する複数のコンポーネント
キャリアを選択することを含む。さらに加えてまたは代替で、幾つかの例において、コン
ポーネントキャリアの組を分割することは、ＣＳＩ報告周期性に少なくとも部分的に基づ
いて各ＣＳＩ報告グループに関する複数のコンポーネントキャリアを選択することを含む
。
【００２５】
　[0025]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内
の複数のコンポーネントキャリアの各々に関するＣＳＩ情報を含む。さらに加えてまたは
代替で、幾つかの例において、コンポーネントキャリアの組からの各コンポーネントキャ
リアは、複数のＣＳＩ報告グループの１つの報告グループ内に存在する。
【００２６】
　[0026]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、１つまたは複数の結合されたレポートを受信することは、ＣＳ
Ｉ報告グループ内の複数のコンポーネントキャリアに対応する多重化されたＣＳＩを受信
することを含む。ＣＳＩは、個々のＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部分的に基づき
得る。さらに加えてまたは代替で、幾つかの例において、結合されたレポートのうちの１
つまたは複数は、ＨＡＲＱフィードバックを含み、結合されたレポートのうちの１つまた
は複数を受信することは、第１のＵＬ制御チャネル上で結合されたレポートのうちの１つ
または複数を受信することと、第１のＵＬチャネルと異なるＣＣ上で第２のＵＬ制御チャ
ネル上で１つまたは複数の追加の結合されたレポートを受信することと、を含む。
【００２７】
　[0027]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、個々のＰＵＣＣＨフォーマットは、ＰＵＣＣＨフォーマット３
である。さらに加えてまたは代替で、幾つかの例において、１つまたは複数の結合された
レポートを受信することは、半永続的なスケジューリング構成によりＰＵＳＣＨ上で結合
されたレポートのうちの１つまたは複数を受信することを含む。
【００２８】
　[0028]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、結合されたレポートのうちの少なくとも１つは、ＨＡＲＱフィ
ードバックまたはＳＲのうちの少なくとも１つまたは両方を含む。さらに加えてまたは代
替で、幾つかの例は、１つまたは複数のＣＳＩ報告がＨＡＲＱフィードバックを含む旨の
指示を受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２９】
　[0029]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、１つまたは複数の結合されたレポートは、まとめてコーディン
グされる。さらに加えてまたは代替で、幾つかの例は、１つまたは複数の結合されたレポ
ートの周期性に少なくとも部分的に基づいてＰＵＳＣＨに関する半永続的なスケジューリ
ング構成を決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００３０】
　[0030]上述される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体の幾つかの例は
、半永続的なスケジューリング構成によりＰＵＳＣＨの残りのリソース上でデータを受信
するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３１】
　[0031]本明細書において説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒
体の幾つかの例において、ＣＳＩ報告構成の各々は、ＣＳＩ報告周期性を含み、１つまた
は複数の結合されたレポートを受信することは、ＣＳＩ報告周期性に少なくとも部分的に
基づいて１つまたは複数の結合されたレポートを受信することを含む。
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【００３２】
　[0032]開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を
変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような同等の構成は、添
付された請求項の範囲から逸脱しない。本明細書において開示される概念の特徴、それら
の構成および動作の方法の両方は、関連する利点とともに、添付される図に関連させて検
討されたときに以下の説明からより良く理解されるであろう。それらの図の各々は、例示
および説明のみを目的として提供され、請求項の限界の限定として提供されるものではな
い。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
　[0033]以下の図面の参照によって本開示の性質および利点のさらなる理解が実現され得
る。添付された図において、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有し
得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、ダッシュおよび同様のコンポーネ
ントを区別する第２のラベルが参照ラベルに後続することによって区別され得る。第１の
参照ラベルのみが明細書において使用される場合は、説明は、第２の参照ラベルにかかわ
らず同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの任意の１つに適用可能
である。
【図１】[0034]　図１は、本開示の様々な態様による拡張キャリアアグリゲーション（ｅ
ＣＡ）に関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）をサポートする例示的なワイヤレス通信シス
テムを示す。
【図２】[0035]　図２は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサポー
トする例示的なワイヤレス通信サブシステムを示す。
【図３】[0036]　図３は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサポー
トする例示的なＣＳＩ報告グループ構成を示す。
【図４】[0037]　図４は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサポー
トする例示的なプロセスフローを示す。
【図５】[0038]　図５は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサポー
トする無線デバイスのブロック図を示す。
【図６】[0039]　図６は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサポー
トする無線デバイスのブロック図を示す。
【図７】[0040]　図７は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサポー
トする無線デバイスのブロック図を示す。
【図８】[0041]　図８は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサポー
トするユーザ機器（ＵＥ）を含むシステムのブロック図を示す。
【図９】[0042]　図９は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサポー
トする無線デバイスのブロック図を示す。
【図１０】[0043]　図１０は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサ
ポートする無線デバイスのブロック図を示す。
【図１１】[0044]　図１１は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサ
ポートする無線デバイスのブロック図を示す。
【図１２】[0045]　図１２は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告をサ
ポートする基地局を含むシステムのブロック図を示す。
【図１３】[0046]　図１３は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のた
めの方法を示す。
【図１４】[0047]　図１４は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のた
めの方法を示す。
【図１５】[0048]　図１５は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のた
めの方法を示す。
【図１６】[0049]　図１６は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のた
めの方法を示す。
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【図１７】[0050]　図１７は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のた
めの方法を示す。
【図１８】[0051]　図１８は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のた
めの方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　[0052]多数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を含み得る拡張キャリアアグリゲーショ
ン（ｅＣＡ）構成内で、ＣＣは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告グループに分割または
編成され得る。各グループ内のＣＣに関するチャネル状態報告は、いっしょに報告され得
る。幾つかの場合は、個々のＣＣレポートは、単一の報告として多重化され得、他の場合
は、単一のチャネル状態レポートは、グループ内の各ＣＣに関連する情報を含み得る。結
合されたレポートは、アップリンク制御チャネルまたはアップリンクデータチャネル上で
、または両方で、送信され得る。レポート間での衝突は、グループの報告タイプまたはグ
ループ内のＣＣのサービングセルインデックスに基づいて解決され得る。
【００３５】
　[0053]幾つかの無線システムは、最大で５つのＣＣを有するＣＡをサポートし得る。し
かしながら、他の無線システムは、最大で３２のＣＣ、またはそれより多くを有するＣＡ
をサポートし得る。いずれの場合も、ＣＡ構成は、単一のＵＬ制御チャネルまたは異なる
ＳＣｅｌｌと関連された複数のＵＬ制御チャネルに基づき得る。ＣＣの最大数を増加させ
ることは、ネットワークオペレータが無線スペクトルの免許不要部分を含み得る利用可能
なスペクトルをより効率的に利用することを可能にし得る。
【００３６】
　[0054]相対的に少ない数のＣＣ（例えば、最大で５つのＣＣ）を有する無線システムで
は、ＣＳＩは、各ＣＣに関して独立して報告され得る。例えば、各ＣＣに関するＣＳＩは
、ＰＣｅｌｌ上のＰＵＣＣＨ上でまたはＰＵＳＣＨ上で
ＵＣＩの一部として送信され得る。幾つかの場合、周期的なＣＳＩレポートは、所定のサ
ブフレーム中は単一のレポートに限定され得る。２つのレポートが衝突する場合（例えば
、それらが同じサブフレームに関してスケジューリングされている場合）は、優先順位設
定方式は、どちらの報告が送信されるかを決定し得る。幾つかの場合、優先順位設定方式
は、レポートの報告タイプに基づき得る（例えば、レポートがＣＱＩ、ＰＭＩ、またはＲ
Ｉ情報を含むかどうかに基づき得る）。同じタイプの報告に関して、優先順位設定は、報
告されているＣＣのサービングセルインデックスに基づき得る。ＣＣの数が増加した場合
は、衝突の可能性が高くなり得る。
【００３７】
　[0055]従って、本開示により、多数のＣＣを有する無線システム内で、個々のＣＣに関
してＣＳＩを報告する代わりにＣＣのグループに関する結合されたレポートが利用され得
る。幾つかの場合は、ＣＣは、周期的なおよび非周期的なＣＳＩ報告に関してグループ分
けされ得る。他の場合は、周期的な報告のみが結合され得る。結合されたレポートのサイ
ズを縮小するために、基準ＣＣが選択され得、グループ内の他のＣＣに関するＣＱＩ情報
が基準ＣＣに関するデルタ値によって表され得る。幾つかの場合は、基準ＣＣは、半静的
に構成され得る。他の場合は、基準ＣＣは、グループ内のＣＣ間で循環し得る。様々な例
において、システムの異なるコンポーネント－例えば、基地局、コアネットワーク内のエ
ンティティ、または同様の物－は、ＣＳＩ報告に関するＣＣのグループを構成し得る。
【００３８】
　[0056]ＣＱＩ報告グループに関する優先順位設定方式は、衝突を解決するために、また
は報告容量が超えられたときに使用され得る。ＣＳＩ報告グループ間での優先順位設定は
、グループの報告タイプに基づくことができる。グループ内において、報告タイプは、す
べてのＣＣにわたって同じであり得る。幾つかの場合、個々のＣＣの報告タイプは、同じ
報告タイプを有するグループを選択するために使用され得る。同じ報告タイプを有する２
つのグループ間での衝突が生じた場合は、衝突を解決するためにサービングセルインデッ
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クスに基づく二次的な優先順位設定が使用され得る。例えば、構成要素であるＣＣ間で最
小のサービングセルインデックスを有するグループが報告され得、他方の結合されたレポ
ートは捨てられ得る。
【００３９】
　[0057]幾つかの場合、個々のレポートに関して使用されるのと同じように結合されたレ
ポートに関して同様のフォーマットが使用され得る。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３
は、最大で２２ビットを搬送し得、および、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）お
よびＳＲフィールドとともに多重化された１つのＣＳＩレポートを含み得る。多数のＣＣ
を有するシステムは、可能なときに（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィールドがない場合に
）フォーマット３で多重化された２つ以上のＣＣ　ＣＳＩレポートが結合されることを可
能にし得る。しかしながら、これは、非常に多くのＣＣを含むシステムにとっては十分で
ないことがある。従って、システムはまた、２つ以上のレポート（例えば、２つ以上のフ
ォーマット３レポート）を含む結合されたレポートの構成が同時に送信されることを可能
にし得る。幾つかの場合、１つのレポートは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよびＣＳＩ情報の両方
を搬送し得、他方、結合されたレポート内の他のレポートは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなしでＣ
ＳＩを搬送し得る。幾つかの場合、複数のＣＳＩレポートが同じサブフレーム内で送信さ
れ得る。
【００４０】
　[0058]異なる例において、結合されたレポートは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨのいず
れかにおいて半永続的に構成され得る。幾つかの場合、ＣＳＩが送信される対象であるＣ
Ｃは、明示でシグナリングされることができる。ＣＳＩレポートがＰＵＳＣＨ上で送信さ
れる場合は、ＰＵＳＣＨの周期性は、希望されるＣＳＩ報告レートと一致するように設定
され得る。ＨＡＲＱフィードバック（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）およびＳＲ情報もまたＰＵＳＣ
Ｈ上で多重化され得る。幾つかの場合、ＰＵＳＣＨ上でのＨＡＲＱフィードバックは、並
行するＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨチャネル送信のサポートに依存し得る。幾つかの場合、共
同コーディングがＰＵＳＣＨ上でのＨＡＲＱフィードバック／ＣＳＩ／ＳＲのために使用
され得る。フラグは、ペイロード内における異なる情報タイプ（例えば、ＨＡＲＱフィー
ドバック）の存在を受信側エンティティに通知し得る。ＨＡＲＱフィードバック／ＣＳＩ
／ＳＲ後にいずれかのＰＵＳＣＨリソースが使用されていない場合は、余分のリソースを
使用して通常の（非ＵＣＩ）データが送信されることができる。
【００４１】
　[0059]以下の説明は、例を提供するものであり、請求項内で示される範囲、適用可能性
、または例を限定するものではない。本開示の適用範囲から逸脱することなしに論じられ
ている要素の機能および配置の変更が行われ得る。様々な例は、様々なプロシージャまた
はコンポーネントを適宜省略、置換、または追加し得る。例えば、説明される方法は、説
明される順序と異なるそれで実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み合わ
され得る。さらに、幾つかの例に関して説明される特徴は、他の例では結合され得る。
【００４２】
　[0060]図１は、本開示の様々な態様による例示的なワイヤレス通信システム１００を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワー
ク１３０と、を含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセス権限、トラッキ
ング、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性、および他のアクセス、ルーティング、
またはモビリティ機能を提供し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例え
ば、Ｓ１、等）を通じてコアネットワーク１３０とインタフェースする。基地局１０５は
、ＵＥとの通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得、または、基地局コ
ントローラ（示されていない）の制御下で動作し得る。様々な例において、基地局１０５
は、有線または無線通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（例えば、Ｘ１、等
）を通じて互いと直接または（例えば、コアネットワーク１３０を通じて）間接的に通信
し得る。
【００４３】
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　[0061]基地局１０５は、１本または複数本の基地局アンテナを介してＵＥ１１５と無線
で通信し得る。基地局１０５の各々は、各々の地理上のカバレッジエリア１１０に関する
通信カバレッジを提供し得る。幾つかの例において、基地局１０５は、ベーストランシー
バ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ（
ｅＮＢ）、ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、または何らかの他の適切な用語と呼
ばれ得る。基地局１０５に関する地理上のカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリア
（示されていない）の一部分のみを成すセクタに分割され得る。ワイヤレス通信システム
１００は、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロまたはスモールセル基地局）を
含み得る。異なる技術に関して重複する地理上のカバレッジエリア１１０が存在し得る。
【００４４】
　[0062]幾つかの例において、ワイヤレス通信システム１００は、ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）／ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークである。Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークにおいて、用語発展型ノードＢ（ｅＮＢ）は、概して、基
地局１０５について説明するために使用され得、他方、用語ＵＥは、概して、ＵＥ１１５
について説明するために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプ
のｅＮＢが様々な地理上の地域に関するカバレッジを提供する異質なＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
ネットワークであり得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモー
ルセル、または他のタイプのセルに関する通信カバレッジを提供し得る。用語「セル」は
、文脈に依存して、基地局、基地局と関連されるキャリアまたはコンポーネントキャリア
、または、キャリアまたは基地局のカバレッジエリア（例えば、セクタ、等）について説
明するために使用され得る。
【００４５】
　[0063]マクロセルは、概して、相対的に大きな地理上のエリア（例えば、半径数キロメ
ートル）を網羅し、および、ネットワークプロバイダとのサービス加入契約を有するＵＥ
１１５による無制限のアクセスを許容し得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは
異なる（例えば、要免許、免許不要、等）周波数帯域で動作し得る、マクロセルと比較し
てより低い電力の基地局である。スモールセルは、様々な例によるピコセルと、フェムト
セルと、マイクロセルと、を含み得る。例えば、ピコセルは、小さい地理上のエリアを網
羅し得、ネットワークプロバイダとのサービス加入契約を有するＵＥ１１５による無制限
のアクセスを許容し得る。フェムトセルも、小さい地理上のエリア（例えば、自宅）を網
羅し得、フェムトセルと関連性を有するＵＥ１１５（例えば、クローズド加入者グループ
（ＣＳＧ）内のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥ、および同様の物）による制限された
アクセスを提供し得る。マクロセルに関するｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモ
ールセルに関するｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、または
ホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ、等
）のセル（例えば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００４６】
　[0064]ワイヤレス通信システム１００は、同期的なまたは非同期的な動作をサポートし
得る。同期的な動作の場合は、基地局１０５は、同様のフレームタイミングを有し得、異
なる基地局１０５からの送信は、時間的にほぼ整合させ得る。非同期的な動作の場合は、
基地局１０５は、異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は
、時間的に整合させ得ない。本明細書において説明される技法は、同期的な動作または非
同期的な動作のいずれかのために使用し得る。
【００４７】
　[0065]様々な開示された例のうちの一部に対処し得る通信ネットワークは、層化プロト
コルスタックにより動作するパケット型ネットワークであり得、ユーザプレーン内のデー
タは、ＩＰに基づき得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）層は、論理チャネル上で通信するた
めにパケットの分割および再組み立てを実行し得る。メディアアクセス制御（ＭＡＣ）層
は、論理チャネルの優先的取り扱いおよびトランスポートチャネルへの多重化を実行し得
る。ＭＡＣ層はまた、リンク効率を向上させるためにＭＡＣ層での再送信を提供するため
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にハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を使用し得る。制御プレーンにおいて、無線リ
ソース制御（ＲＲＣ）プロトコル層は、ＵＥ１１５と基地局１０５との間でのＲＲＣ接続
の確立、構成、およびメンテナンスを提供し得る。ＲＲＣプロトコル層はまた、ユーザプ
レーンデータに関する無線ベアラのコアネットワーク１３０サポートのために使用され得
る。物理（ＰＨＹ）層において、トランスポートチャネルは、物理チャネルにマッピング
され得る。
【００４８】
　[0066]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は、静止型または移動型であり得る。ＵＥ１１５はまた、移動局、加入者局、モ
バイルユニット、加入者ユニット、無線ユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、無
線デバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末
、モバイル端末、無線端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルク
ライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語を含み得または当業者によっ
てそれらの用語と呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線
モデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラ
ップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、
または同様の物であり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢと、スモールセルｅＮＢと、中継基地
局と、同様の物とを含む様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが
できる。
【００４９】
　[0067]ワイヤレス通信システム１００において示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１
５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、基地局１０５からＵＥ１１５へのダ
ウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信はまた、順方向リンク送信と呼ば
れ得、アップリンク送信はまた、逆方向リンク送信と呼ばれ得る。各通信リンク１２５は
、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上述される様々な無線技
術により変調された複数のサブキャリア（例えば、異なる周波数の波形信号）から成る信
号であり得る。各々の変調された信号は、異なるサブキャリア上で送信され得、および、
制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバーヘッド情報、ユーザデータ
、等を搬送し得る。通信リンク１２５は、（例えば、対になったスペクトルリソースを使
用する）周波数分割複信（ＦＤＤ）または（例えば、対でないスペクトルリソースを使用
する）時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ（例えば、
フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ２）に関してフレー
ム構造が定義され得る。
【００５０】
　[0068]ワイヤレス通信システム１００の幾つかの例において、基地局１０５またはＵＥ
１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質および信頼性を向上させるために
アンテナダイバーシティ方式を使用するための複数のアンテナを含み得る。さらに加えて
または代替で、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコーディングされた
データを搬送する複数の空間層を送信するために多経路環境を利用し得る多入力多出力（
ＭＩＭＯ）技法を使用し得る。
【００５１】
　[0069]ワイヤレス通信システム１００は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマ
ルチキャリア動作と呼ばれ得る特徴である、複数のセルまたはキャリア上での動作、をサ
ポートし得る。キャリアはまた、ＣＣ、レイヤ、チャネル、等と呼ばれ得る。用語「コン
ポーネントキャリア」は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）動作においてＵＥによって
利用される複数のキャリアの各々を意味し得、システム帯域幅の他の部分と区別され得る
。例えば、コンポーネントキャリアは、独立してまたは他のコンポーネントキャリアと組
み合わせて利用され得る相対的に狭い帯域幅のキャリアであり得る。各コンポーネントキ
ャリアは、ＬＴＥ規格のリリース８またはリリース９に基づいて分離されたキャリアと同
じ能力を提供し得る。より大きい帯域幅、および、例えばより高いデータレートを幾つか
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のＵＥ１１５に提供するために複数のコンポーネントキャリアが同時に束ねられ得るまた
は利用され得る。従って、個々のコンポーネントキャリアは、レガシーＵＥ１１５（例え
ば、ＬＴＥリリース８またはリリース９を実装するＵＥ１１５）と後方互換可能であり得
、他方、他のＵＥ１１５（例えば、リリース８／９後のＬＴＥバージョンを実装するＵＥ
１１５）は、マルチキャリアモードにおいて複数のコンポーネントキャリアで構成され得
る。ＣＡのあるバージョンにおいて、コンポーネントキャリアの数は、５に限定され得る
。しかしながら、他のＣＡ構成では、ＣＣのより多い数が使用され得る（例えば、最大で
３２以上）。多数のＣＣは、拡張キャリアアグリゲーション（ｅＣＡ）として知られる次
世代ＣＡ構成の一部であり得る。
【００５２】
　[0070]ｅＣＡを実装するシステムは、１つまたは複数の拡張されたコンポーネントキャ
リア（ｅＣＣ）を利用し得る。ｅＣＣは、柔軟な帯域幅と、可変長送信時間間隔（ＴＴＩ
）と、変更された制御チャネル構成と、を含む１つまたは複数の特徴によって特徴付けら
れ得る。幾つかの場合、ｅＣＣは、（例えば、複数のサービングセルが最適でないバック
ホールリンクを有するときに）キャリア構成または二重接続性構成と関連され得る。ｅＣ
Ｃはまた、免許不要スペクトルまたは（２つ以上のオペレータがスペクトルを使用するた
めの免許が付与されている）共有スペクトルでの使用のために構成され得る。柔軟な帯域
幅を特徴とするｅＣＣは、帯域幅全体をモニタリングすることが可能でないまたは（例え
ば、電力を節約するために）限られた帯域幅を使用することを好むＵＥ１１５によって利
用され得る。
【００５３】
　[0071]幾つかの場合、ｅＣＣは、可変のＴＴＩ長およびシンボル継続時間を利用し得る
。幾つかの場合、ｅＣＣは、異なるＴＴＩ長と関連された複数の階層を含み得る。例えば
、１つの階層におけるＴＴＩは、均一な１ｍｓのサブフレームに対応し得、他方、第２の
層では、可変長ＴＴＩは、短い継続時間のシンボル期間のバーストに対応し得る。幾つか
の場合、より短いシンボル継続時間はまた、増大されたサブキャリアスペースと関連され
得る。
【００５４】
　[0072]柔軟な帯域幅および可変ＴＴＩは、変更された制御チャネル構成と関連され得る
（例えば、ｅＣＣは、ＤＬ制御情報に関して拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤ
ＣＣＨ）を利用し得る）。例えば、ｅＣＣの１つまたは複数の制御チャネルは、柔軟な帯
域幅の使用に対処するために周波数分割多重化（ＦＤＭ）スケジューリングを利用し得る
。他の制御チャネル変更は、（例えば、発展型マルチメディアブロードキャストマルチキ
ャストサービス（ｅＭＢＭＳ）スケジューリングのための、または、可変長ＵＬおよびＤ
Ｌバーストの長さを示すための）追加の制御チャネルの使用、または、異なる間隔で送信
された制御チャネルの使用、を含む。ｅＣＣはまた、変更されたまたは追加のＨＡＲＱ関
連制御情報を含み得る。
【００５５】
　[0073]ＤＬに関して使用されるキャリアは、ＤＬ　ＣＣと呼ばれ得、ＵＬに関して使用
されるキャリアは、ＵＬ　ＣＣと呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーション
のために複数のＤＬ　ＣＣおよび１つまたは複数のＵＬ　ＣＣを用いて構成され得る。各
キャリアは、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバーヘッド情報、
データ、等を送信するために使用され得る。ＵＥ１１５は、複数のキャリアを利用する単
一の基地局１０５と通信し得、および、異なるキャリア上で同時に複数の基地局とも通信
し得る。基地局１０５の各セルは、ＵＬコンポーネントキャリア（ＣＣ）とＤＬ　ＣＣと
を含み得る。基地局１０５に関する各サービングセルのカバレッジエリア１１０は、異な
り得る（例えば、異なる周波数帯域幅上のＣＣは、異なる経路損失を経験し得る）。幾つ
かの例において、１つのキャリアは、ＵＥ１１５に関してはプライマリキャリア、または
プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と呼ばれ得、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ
）によってサービスが提供され得る。プライマリセルは、１つのＵＥごとにより高い層（
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例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）、等）によって半静的に構成され得る。物理アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で送信された幾つかのアップリンク制御情報（ＵＣ
Ｉ）、例えば、肯定応答（ＡＣＫ）／ＮＡＣＫ、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、
およびスケジューリング情報がプライマリセルによって搬送される。追加のキャリアは、
セカンダリキャリア、またはセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）と呼ばれ得、
セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）によってサービスが提供され得る。セカンダリセルも同様
に、１つのＵＥごとに半静的に構成され得る。幾つかの場合、セカンダリセルは、プライ
マリセルと同じ制御情報を含み得ないまたはプライマリセルと同じ制御情報を送信するよ
うに構成され得ない。
【００５６】
　[0074]データは、論理チャネル、トランスポートチャネル、および物理層チャネルに分
割され得る。チャネルはまた、制御チャネルおよびトラフィックチャネルに分類され得る
。論理制御チャネルは、情報をページングするためのページング制御チャネル（ＰＣＣＨ
）と、ブロードキャストシステム制御情報のためのブロードキャスト制御チャネル（ＢＣ
ＣＨ）と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）スケジ
ューリングおよび制御情報を送信するためのマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）と
、専用制御情報を送信するための専用制御チャネル（ＣＣＣＨ）と、ランダムアクセス情
報のための共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）と、専用ＵＥデータのためのＤＴＣＨと、マル
チキャストデータのためのマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）と、を含み
得る。ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキャスト情報のためのブロードキャスト
チャネル（ＢＣＨ）と、データ転送のためのダウンリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）
と、情報をページングするためのページングチャネル（ＰＣＨ）と、マルチキャスト送信
のためのマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）と、を含み得る。ＵＬトランスポートチャネ
ルは、アクセスのためのランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）と、データのためのアッ
プリンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）と、を含み得る。ＤＬ物理チャネルは、ブロード
キャスト情報のための物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）と、制御フォーマット
情報のための物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）と、制御およ
びスケジューリング情報のための物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と、ＨＡ
ＲＱ状態メッセージのための物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）と、ユー
ザデータのための物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）と、マルチキャストデー
タのための物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）と、を含み得る。ＵＬ物理チャネル
は、アクセスメッセージのための物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）と、制御
データのための物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）と、ユーザデータのための
物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）と、を含み得る。
【００５７】
　[0075]ＨＡＲＱは、データがワイヤレス通信リンク１２５を通じて正確に受信されるこ
とを保証する方法であり得る。ＨＡＲＱは、（例えば、巡回冗長性検査（ＣＲＣ）を使用
しての）誤り検出、前方誤り訂正（ＦＥＣ）、および再送信（例えば、自動再送要求（Ａ
ＲＱ））の組み合わせを含み得る。ＨＡＲＱは、不良な無線状態（例えば、信号対雑音状
態）におけるＭＡＣ層でのスループットを向上させ得る。増分的冗長性ＨＡＲＱでは、不
正確に受信されたデータはバッファ内に格納され、データを成功裏に復号する全体的可能
性を向上させるために後続する送信と結合され得る。幾つかの場合は、送信前に各メッセ
ージに冗長性ビットが加えられる。これは、不良な状態において特に有用であり得る。他
の場合は、冗長性ビットは各送信に加えられず、原メッセージの送信機が情報を復号する
ことの試行の失敗を示す否定応答（ＮＡＣＫ）を受信した後に再送信される。
【００５８】
　[0076]ＰＵＣＣＨは、コードおよび２つの連続するリソースブロックによって定義され
た制御チャネルにマッピングされ得る。ＵＬ制御シグナリングは、セルに関するタイミン
グ同期化の存在に依存し得る。スケジューリング要求（ＳＲ）およびチャネル品質インジ
ケータ（ＣＱＩ）報告のためのＰＵＣＣＨリソースが、ＲＲＣシグナリングを通じて割り
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当てられ（および、取り消され）得る。幾つかの場合は、ＳＲのためのリソースは、ＲＡ
ＣＨプロシージャを通じて同期化を取得した後に割り当てられ得る。他の場合は、ＳＲは
、ＲＡＣＨを通じてＵＥ１１５に割り当てられ得ない（すなわち、同期化されたＵＥは、
専用ＳＲチャネルを有し得るまたは有し得ない）。ＳＲおよびＣＱＩのためのＰＵＣＣＨ
リソースは、ＵＥがもはや同期化されないときには失われ得る。
【００５９】
　[0077]基地局１０５は、ＵＥ１１５がチャネル推定およびコヒーレントな復調を行うの
を援助するためにセル固有の基準信号（ＣＲＳ）のような周期的なパイロットシンボルを
挿入し得る。ＣＲＳは、５０４の異なるセルアイデンティティのうちの１つを含み得る。
それらは、雑音および干渉に対して弾力性があるようにするために四位相偏移変調（ＱＰ
ＳＫ）を使用して変調され、パワーブーストされ得る（例えば、周囲のデータ要素よりも
６ｄＢ高い状態で送信され得る）。ＣＲＳは、受信側ＵＥ１１５のアンテナポートまたは
層（最大で４つ）の数に基づいて各リソースブロック内の４乃至１６個のリソース要素内
に埋め込まれ得る。基地局１０５のカバレッジエリア１１０内のすべてのＵＥ１１５によ
って利用され得るＣＲＳに加えて、復調基準信号（ＤＭＲＳ）が特定のＵＥ１１５に向け
られ得、それらのＵＥ１１５に割り当てられたリソースブロックのみで送信され得る。Ｄ
ＭＲＳは、送信される各リソースブロック内の６つのリソース要素上の信号を含み得る。
幾つかの場合、２組のＤＭＲＳが隣接するリソース要素において送信され得る。幾つかの
場合、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を生成するのを援助するためにＣＳＩ基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）として知られる追加の基準信号が含められ得る。ＵＬ上で、ＵＥ１１５は、リ
ンク適合化および変調のそれぞれのために周期的サウンディング(sounding)基準信号（Ｓ
ＲＳ）およびＵＬ　ＤＭＲＳの組み合わせを送信し得る。
【００６０】
　[0078]基地局１０５は、チャネルを効率的に構成およびスケジューリングするためにＵ
Ｅ１１５からチャネル状態情報を収集し得る。この情報は、チャネル状態報告の形でＵＥ
１１５から送信され得る。チャネル状態レポートは、（例えば、ＵＥ１１５のアンテナポ
ートに基づいて）ＤＬ送信のために使用される層の数を要求するランクインジケータ（Ｒ
Ｉ）と、（層の数に基づいて）プリコーダ行列が使用されるべき優先度を示すプリコーデ
ィング行列インジケータ（ＰＭＩ）と、使用され得る最高の変調およびコーディング方式
（ＭＣＳ）を表すＣＱＩと、を含み得る。ＣＱＩは、ＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳのような
所定のパイロットシンボルを受信後にＵＥ１１５によって計算され得る。ＲＩおよびＰＭ
Ｉは、ＵＥ１１５が空間多重化をサポートしない（または、サポート空間モードにない）
場合は除外され得る。レポートに含められた情報のタイプは、報告タイプを決定する。チ
ャネル状態レポートは、周期的または非周期的であり得る。すなわち、基地局１０５は、
定期的な間隔で周期的レポートを送信するようにＵＥ１１５を構成し得、および、追加の
レポートを必要に応じて要求し得る。非周期的レポートは、セル帯域幅全体にわたっての
チャネル品質を示す広帯域レポート、最良の副帯域の部分組を示すＵＥによって選択され
たレポート、または、報告された副帯域が基地局１０５によって選択される構成されたレ
ポートを含み得る。
【００６１】
　[0079]多数のコンポーネントキャリアＣＣ（例えば、５つ超）を有するｅＣＡ構成に関
しては、従来のＣＳＩ報告技法は不適切であり得、そのような技法は、キャリアの数が増
加するのに従って（例えば、数が３２のＣＣに近づくに従って）より不適切になり得る。
従って、ｅＣＡ構成を使用するシステムは、ＣＣをＣＳＩ報告グループにグループ分けし
得る。各グループ内のＣＣに関するチャネル状態レポートは、いっしょに報告され得る。
幾つかの場合は、個々のＣＣレポートは、単一の報告に多重化され得、他の場合は、単一
のチャネル状態レポートは、グループ内の各ＣＣに関連する情報を含み得る。結合された
レポートは、アップリンク制御チャネルまたはアップリンクデータチャネル上で送信され
得る。レポート間での衝突は、グループの報告タイプまたはグループ内のＣＣのサービン
グセルインデックスに基づいて解決され得る。
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【００６２】
　[0080]図２は、本開示の様々な態様によるｅＣＡを有するＣＳＩ報告に関する例示的な
ワイヤレス通信サブシステム２００を示す。ワイヤレス通信サブシステム２００は、ＵＥ
１１５－ａを含み得、それは、図１に関連して上述されるＵＥ１１５の例であり得る。ワ
イヤレス通信サブシステム２００はまた、基地局１０５－ａと１０５－ｂとを含み得、そ
れらは、図１に関連して上述される基地局１０５の例であり得る。幾つかの例において、
基地局１０５－ｂは、スモールセル（例えば、基地局１０５－ａのカバレッジエリア内に
配置されたスモールセル）を表し得る。
【００６３】
　[0081]ＵＥ１１５－ａは、通信リンク２２５－ａおよび２２５－ｂをそれぞれ使用して
基地局１０５－ａおよび１０５－ｂと通信し得る。通信リンク２２５－ａおよび２２５－
ｂは、各々、ＣＡ構成により編成された複数のＣＣを含み得る。通信リンク２２５－ａお
よび２２５－ｂのＣＣは、各々、連続するまたは連続しない周波数帯域を含み得、幾つか
の場合、異なるリンクの周波数帯域は、重複し得る。幾つかの場合、ＣＣのうちの１つは
、ＰＣｅＬＬと呼ばれ得、他のＣＣは、ＳＣｅｌｌに対応し得る。
【００６４】
　[0082]通信リンク２２５－ａのＣＣは、結合されたレポートを送信し得るＣＳＩ報告グ
ループにより編成され得る。幾つかの場合は、ＣＳＩ報告グループは、両方の通信リンク
からのＣＣを含み得、他の場合は、ＣＳＩ報告グループは、（例えば、単一の基地局と関
連された）１つの通信リンクのみからのＣＣを含み得る。グループは、各グループが（例
えば、グループがＣＱＩ、ＰＭＩ、およびＲＩを報告するかどうかを示す）ＣＳＩ報告タ
イプおよび報告周期性と関連されるように選択および構成され得る。幾つかの場合は、Ｃ
Ｃは、周期的および非周期的の両方のＣＳＩレポートを結合する目的のために結合され得
る。他の場合は、周期的レポートは、結合され得、非周期的報告は、別々のままであり得
る。
【００６５】
　[0083]幾つかの例において、基地局１０５－ａは、（例えば、通信リンク２２５－ａを
介して）キャリアアグリゲーション構成において幾つかのＣＣを用いてＵＥ１１５－ａを
構成し得る。基地局１０５－ａと関連されたネットワーク（例えば、図１のネットワーク
１３０）、または基地局１０５－ａは、ＣＳＩ報告グループ内のＣＣを構成し得る。基地
局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａにキャリアアグリゲーション構成およびＣＳＩ報告グル
ープ構成をシグナリングし得る。これは、例えば、ＲＲＣシグナリングを使用して実行さ
れ得る。次に、ＵＥ１１５－ａは、信号に基づいて基地局１０５－ａにＣＳＩを送信し得
る。例えば、ＵＥ１１５－ａは、受信されたＣＳＩ報告グループ構成により結合されたレ
ポートを送信し得る。
【００６６】
　[0084]ＣＣをＣＳＩ報告グループにグループ分けすることおよび結合されたレポートを
送信することは、ＣＳＩレポート間での衝突の数を減少させ得る。しかしながら、衝突が
実際に生じた場合は、幾つかの場合は、衝突中のレポートのうちの１つまたは複数が優先
順位設定方式に基づいて捨てられ得る。例えば、ＣＳＩ報告グループは、報告タイプに基
づいて優先順位が設定され得、同じ報告タイプを有する２つの結合されたレポート間での
衝突が生じた場合は、最低のサービングセルインデックスを有するＣＣを含むＣＳＩ報告
グループを表す結合されたレポートが送信され得、他のレポートは捨てられ得る。例えば
、ＰＣｅｌｌは、０のサービングセルインデックスを有し得、このため、ＰＣｅｌｌに関
するＣＳＩを報告することは、他のＣＳＩレポートに優先し得る。
【００６７】
　[0085]ＣＳＩ報告グループ内の複数のＣＣのＣＳＩ情報を束ねて送信するために異なる
選択肢が存在し得る。例えば、幾つかの場合、レポートのペイロードは、いっしょに多重
化された、個々のレポート（例えば、最大で２２ビットを追加するフィールドを含み得る
ＰＵＣＣＨフォーマット３）と関連されたフォーマットを有する複数のレポートから成り
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得る。この場合、多重化されたレポートのうちの１つはまた、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を含
み得る。別の例において、単一の報告は、（グループのＣＣ間で循環し得る）基準ＣＣに
関するＣＳＩパラメータと、他のＣＣのＣＳＩパラメータを基準ＣＣのそれに関連させる
デルタ値と、を含み得る。結合されたレポートがどのようにして生成されるかにかかわら
ず、追加のフラグは、ＨＡＲＱフィードバックの存在または不在を示し得る。結合された
報告グループは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上で、または両方で、送信され得る。ＰＵ
ＳＣＨが使用され場合は、ＰＵＳＣＨリソースは、ＣＳＩ報告グループの報告周期性に基
づいて半永続的に割り振られ得る。
【００６８】
　[0086]図３は、本開示の様々な態様によるｅＣＡを使用するＣＳＩ報告に関する例示的
なＣＳＩ報告グループ構成３００を示す。ＣＳＩ報告グループ構成３００は、図１および
図２に関連して上述されるように、ＵＥ１１５と基地局１０５との間でのＣＡ構成を表し
得る。ＣＳＩ報告グループ構成３００のＣＣは、ＣＳＩ報告グループ３０５に分割され得
る。幾つかの場合は、各グループ内のＣＣは、連続的な周波数帯域幅を表す。他の場合は
、各グループ内のＣＣは、希望される報告タイプまたは周期性に基づいて選択され得る。
他の例において、異なる基地局１０５と関連されたＣＣは、グループ分けされ得る。例え
ば、ＣＳＩ報告グループ構成３００において示されるように、ＣＳＩ報告グループ３０５
－ａ、３０５－ｂ、および３０５－ｃは、単一のマクロ基地局に対応し得、他方、ＣＳＩ
報告グループ３０５－ｄは、スモールセル基地局１０５に対応し得る。幾つかの例におい
て、ＣＳＩ報告グループは、各々、同じ数のＣＣを有し得るが、他の例では、グループは
、各々、異なる数のＣＣを有し得る。
【００６９】
　[0087]図４は、本開示の様々な態様によるｅＣＡを使用するＣＳＩ報告に関する例示的
なプロセスフロー４００を示す。プロセスフロー４００は、ＵＥ１１５－ｂを含み得、そ
れは、図１および図２に関連して上述されるようにＵＥ１１５の例であり得る。プロセス
フローはまた、基地局１０５－ｃを含み得、それは、図１および図２に関連して上述され
るように基地局１０５の例であり得る。
【００７０】
　[0088]ステップ４０５において、基地局１０５－ｃおよびＵＥ１１５－ｂは、多数のＣ
Ｃを含むＣＡ構成を確立し得る。ＣＣは、幾つかのＣＳＩ報告グループにグループ分けさ
れ得る。例えば、基地局１０５－ｃは、コンポーネントキャリアの組を複数のＣＳＩ報告
グループに分割し得、各ＣＳＩ報告グループは、幾つかのコンポーネントキャリアを含み
得る。幾つかの例において、コンポーネントキャリアの組を分割することは、報告タイプ
に基づいて各ＣＳＩ報告グループに関する幾つかのコンポーネントキャリアを選択する（
例えば、一組の報告タイプからのいずれのタイプが各ＣＳＩ報告グループに割り当てられ
るかを確定する）ことを含む。幾つかの例において、コンポーネントキャリアの組を分割
することは、ＣＳＩ報告周期性に基づく。
【００７１】
　[0089]従って、ＵＥ１１５－ｂは、コンポーネントキャリアの組に関するキャリアアグ
リゲーション構成を特定し、ＣＳＩ報告グループを特定し、次に、ＣＳＩ報告グループの
各々に関するＣＳＩ報告構成を特定し得る。幾つかの例において、ＣＣの組からの各ＣＣ
は、報告タイプおよびＣＳＩ報告周期性を使用して構成される。
【００７２】
　[0090]ステップ４１０において、基地局１０５－ｃおよびＵＥ１１５－ｂは、構成され
たＣＣを使用してデータをやり取りし得る。例えば、基地局１０５－ｃは、瞬間的なＣＳ
Ｉおよび統計的なＣＳＩの両方を決定するためにＵＥ１１５－ｂによって使用され得るパ
イロットシンボル（例えば、ＣＲＳおよびＣＳＩ－ＲＳ）が散在されたデータを送信し得
る。
【００７３】
　[0091]ステップ４１５において、ＵＥ１１５－ｂは、対応するＣＳＩ報告構成に基づい
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て各ＣＳＩ報告グループに関する結合されたレポートを生成し得る。幾つかの場合、ＵＥ
１１５－ｂは、ＣＳＩ報告グループの各々に関する基準ＣＣを選択し、基準ＣＣの各々に
関するＣＳＩパラメータを特定し、および基準ＣＣを除く各ＣＣに対応する一組のＣＳＩ
デルタ値を計算し得る。結合されたレポートの各々は、対応する基準ＣＣに関するＣＳＩ
パラメータと、対応するＣＣに関するＣＳＩデルタ値と、を含み得る。
【００７４】
　[0092]幾つかの例において、結合されたレポートを生成することは、ＣＳＩ報告グルー
プ内の複数のＣＣに対応する一組の個々のＣＳＩレポートを多重化することを含む。個々
のＣＳＩレポートの各々は、個々のＰＵＣＣＨフォーマットに基づき得る。幾つかの例に
おいて、結合されたレポートは、ＨＡＲＱフィードバック、スケジューリング要求、また
は両方を含む。
【００７５】
　[0093]ステップ４２０において、ＵＥ１１５－ｂは、同時にスケジューリングされ得る
結合されたレポート間での潜在的な衝突を特定し得る。衝突は、レポートの報告タイプ、
および、衝突が依然として生じる場合は各ＣＳＩ報告グループ内のＣＣのサービングセル
インデックス、に基づいて優先順位設定方式を使用して解決され得る。例えば、２つのＣ
ＳＩ報告グループが同じ報告タイプを有する場合は、最低のサービングセルインデックス
を有するＣＣを有するグループが送信され得、他の衝突中のグループレポートは捨てられ
得る。
【００７６】
　[0094]ステップ４２５において、ＵＥ１１５－ｂは、レポート優先順位設定に基づいて
衝突を回避するために幾つかの結合されたレポートを送信し、幾つかのレポートを送信す
ることを控え得る。レポートは、上述されるように、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、または両
方上で送信され得る。ＵＥ１１５－ｂはまた、優先順位設定方式および特定された衝突に
基づいて結合されたレポートのうちの少なくとも１つを送信することを控え得る（例えば
、衝突中のレポートは捨てられ得る）。送信のタイミングは、各グループのＣＳＩ報告周
期性に基づき得る。
【００７７】
　[0095]幾つかの例において、結合されたレポートは、ＵＬ制御チャネル上で送信され得
る。幾つかの場合、他の結合されたレポートは、別の制御チャネル上で送信され得る。例
えば、ＵＥ１１５－ｂは、第１のＵＬ制御チャネルと異なるＣＣ上で第２のＵＬ制御チャ
ネル上で第２のＣＳＩレポートを送信し得る。幾つかの場合、結合されたレポートは、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマット（例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３）に基づいて幾つかの多重化
された個々のレポートを含む。
【００７８】
　[0096]ＵＥ１１５－ｂは、例えば、半永続的なスケジューリング構成を使用してＰＵＳ
ＣＨ上で結合されたレポートを送信し得る。基地局１０５－ｃは、レポートの周期性に基
づいてＰＵＳＣＨに関する半永続的なスケジューリング構成を選択し得る。ＵＥ１１５－
ｂは、結合されたレポートの送信後に半永続的なスケジューリング構成によりＰＵＳＣＨ
の残りのリソースを使用してデータを送信し得る。幾つかの例において、１つまたは複数
の結合されたレポートは、まとめてコーディングされる。ＵＥ１１５－ｂは、ＰＵＳＣＨ
上の１つまたは複数の結合されたレポートと同時にＰＵＣＣＨ上で信号を送信し得る。Ｕ
Ｅ１１５－ｂはまた、ＣＳＩレポートがＨＡＲＱフィードバックを含むかどうかの明示の
指示を送信し得る。
【００７９】
　[0097]図５は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のために構成され
た無線デバイス５００のブロック図を示す。無線デバイス５００は、図１乃至図４に関連
して説明されるＵＥ１１５の例示的な態様であり得る。無線デバイス５００は、受信機５
０５、拡張ＣＣ（ｅＣＣ）ＣＳＩモジュール５１０、または送信機５１５を含み得る。無
線デバイス５００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互
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いと通信状態にあり得る。
【００８０】
　[0098]受信機５０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル
、およびｅＣＡに関するＣＳＩ報告に関連する情報、等）と関連されたパケット、ユーザ
データ、または制御情報のような情報を受信し得る。情報は、ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール
５１０に、および、無線デバイス５００の他のコンポーネントに、渡され得る。
【００８１】
　[0099]ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０は、一組のＣＣに関するキャリアアグリゲーシ
ョン構成を特定し、複数のＣＳＩ報告グループの各々に関するＣＳＩ報告構成を特定し、
各ＣＳＩ報告グループは、ＣＣの組からの複数のＣＣを含み、対応するＣＳＩ報告構成に
基づいて複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合されたレポートを生成し、および
、結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信し得る。
【００８２】
　[0100]送信機５１５は、無線デバイス５００の他のコンポーネントから受信された信号
を送信し得る。幾つかの例において、送信機５１５は、トランシーバモジュールにおいて
受信機５０５と共配置され得る。送信機５１５は、単一のアンテナを含み得、または、複
数のアンテナを含み得る。幾つかの例において、送信機５１５は、結合されたレポートの
うちの１つまたは複数を送信し得る。幾つかの例において、送信機５１５は、第１のＵＬ
制御チャネル上で１つまたは複数の結合されたレポートを送信し、第１のＵＬ制御チャネ
ルと異なるＣＣ上で第２のＵＬ制御チャネル上で第２のＣＳＩレポートを送信し得る。さ
らに加えてまたは代替で、送信機５１５は、ＰＵＳＣＨ上で１つまたは複数のレポートを
送信するのと同時にＰＵＣＣＨ上で信号を送信し得る。幾つかの例において、１つまたは
複数の結合されたレポートを送信することは、ＣＳＩ報告周期性に基づく。
【００８３】
　[0101]図６は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための無線デバ
イス６００のブロック図を示す。無線デバイス６００は、図１乃至図５に関連して説明さ
れる無線デバイス５００またはＵＥ１１５の例示的な態様であり得る。無線デバイス６０
０は、受信機５０５－ａ、ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０－ａ、または送信機５１５－
ａを含み得る。無線デバイス６００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネ
ントの各々は、互いと通信状態にあり得る。ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０－ａはまた
、ＣＡモジュール６０５と、ＣＳＩグループ分けモジュール６１０と、結合レポートモジ
ュール６１５と、を含み得る。
【００８４】
　[0102]受信機５０５－ａは、ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０－ａに、および、デバイ
スの他のコンポーネントに、渡され得る。ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０－ａは、図５
に関連して上述される動作を実行し得る。送信機５１５－ａは、無線デバイス６００の他
のコンポーネントから受信された信号を送信し得る。
【００８５】
　[0103]ＣＡモジュール６０５は、図２乃至図４に関連して上述されるように一組のＣＣ
に関するキャリアアグリゲーション構成を特定し得る。ＣＡ構成は、多数のＣＣ（例えば
、最大で３２、または、幾つかの場合はそれよりも多く）を含み得る。
【００８６】
　[0104]ＣＳＩグループ分けモジュール６１０は、複数のＣＳＩ報告グループの各々に関
するＣＳＩ報告構成を特定し得、および、各ＣＳＩ報告グループは、図２乃至図４に関連
して上述されるようにＣＣの組からの幾つかのＣＣを含み得る。幾つかの例において、Ｃ
Ｃの組からの各ＣＣは、幾つかのＣＳＩ報告グループのうちの１つのＣＳＩ報告グループ
内に存在し得る。
【００８７】
　[0105]結合レポートモジュール６１５は、例えば、図２乃至図４に関連して上述される
ように対応するＣＳＩ報告構成に基づいて幾つかのＣＳＩ報告グループの各々に関する結
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合されたレポートを生成し得る。幾つかの例において、結合されたレポートの各々は、対
応するＣＳＩ報告グループ内の幾つかのＣＣの各々に関するＣＳＩ情報を含む。幾つかの
例において、ＣＳＩ報告グループの各々に関する結合されたレポートを生成することは、
ＣＳＩ報告グループ内の複数のＣＣに対応する一組の個々のＣＳＩ報告を多重化すること
を含み、個々のＣＳＩレポートの各々は、個々のＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部
分的に基づき得る。幾つかの例において、個々のＰＵＣＣＨフォーマットは、ＰＵＣＣＨ
フォーマット３であり得る。
【００８８】
　[0106]無線デバイス５００および６００のコンポーネントは、個々にまたは全体で、ハ
ードウェア内の適用可能な機能のうちの一部または全部を実行するように好適化された少
なくとも１つのＡＳＩＣとともに実装され得る。代替で、機能は、少なくとも１つ１つの
ＩＣ上において、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得
る。他の例において、他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プラットフォームＡＳＩ
Ｃ、ＦＰＧＡ、または別の半カスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当業界において知
られるいずれかの方法でプログラミングされ得る。各ユニットの機能はまた、全体または
一部分を、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされたメモリにおいて具現化された命令とともに実装され得る。
【００８９】
　[0107]図７は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための無線デバ
イス５００または無線データ６００のコンポーネントであり得るｅＣＣ　ＣＳＩモジュー
ル５１０－ｂのブロック図７００を示す。ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０－ｂは、図５
および図６に関連して説明されるｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０の態様の例であり得る
。ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０－ｂは、ＣＡモジュール６０５－ａと、ＣＳＩグルー
プ分けモジュール６１０－ａと、結合レポートモジュール６１５－ａと、を含み得る。こ
れらのモジュールの各々は、図６に関連して上述される機能を実行し得る。ｅＣＣ　ＣＳ
Ｉモジュール５１０－ｂはまた、ＣＳＩデルタモジュール７０５と、ＣＳＩモジュール７
１０と、ＨＡＲＱモジュール７１５と、ＣＳＩ　ＰＵＳＣＨモジュール７２０と、ＣＳＩ
周期性モジュール７２５と、衝突解決モジュール７３０と、を含み得る。
【００９０】
　[0108]ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール５１０－ｂのコンポーネントは、個々にまたは全体で
、ハードウェア内の適用可能な機能のうちの一部または全部を実行するように好適化され
た少なくとも１つのＡＳＩＣとともに実装され得る。代替で、機能は、少なくとも１つの
ＩＣ上において、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得
る。他の例において、他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プラットフォームＡＳＩ
Ｃ、ＦＰＧＡ、または別の半カスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当業界において知
られるいずれかの方法でプログラミングされ得る。各ユニットの機能はまた、全体または
一部分を、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされたメモリ内において具現化された命令とともに実装され得る。
【００９１】
　[0109]ＣＳＩデルタモジュール７０５は、図２乃至図４に関連して上述されるようにＣ
ＳＩ報告グループの各々に関する基準ＣＣを選択し得る。ＣＳＩデルタモジュール７０５
はまた、基準ＣＣを除くＣＣの組の各ＣＣに対応する一組のＣＳＩデルタ値を計算し得る
。幾つかの例において、結合されたレポートの各々は、対応する基準ＣＣに関するＣＳＩ
パラメータと、対応する複数のＣＣに関するＣＳＩデルタ値の部分組と、を含む。
【００９２】
　[0110]ＣＳＩモジュール７１０は、図２乃至図４に関連して上述されるように基準ＣＣ
の各々に関するＣＳＩパラメータを特定し得る。これは、上述されるデルタ値の計算を可
能にし得る。
【００９３】
　[0111]ＨＡＲＱモジュール７１５は、図２乃至図４に関連して上述されるように結合さ
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れたレポートとともにＨＡＲＱフィードバックを含み得る。ＨＡＲＱモジュール７１５は
また、１つまたは複数のＣＳＩレポートがＨＡＲＱフィードバックを含む旨の指示を送信
し得る。幾つかの例において、結合されたレポートのうちの少なくとも１つは、ＨＡＲＱ
フィードバックまたはＳＲのうちの少なくとも１つ、または両方、を含む。
【００９４】
　[0112]ＣＳＩ　ＰＵＳＣＨモジュール７２０は、図２乃至図４に関連して上述されるよ
うに半永続的なスケジューリング構成を使用してＰＵＳＣＨ上で１つまたは複数の結合さ
れたレポートを送信するために送信機と協同するように構成され得る。幾つかの例におい
て、ＰＵＳＣＨ上で送信された１つまたは複数の結合されたレポートは、まとめてコーデ
ィングされる。ＣＳＩ　ＰＵＳＣＨモジュール７２０はまた、１つまたは複数の結合され
たレポートの周期性に基づいてＰＵＳＣＨに関する半永続的なスケジューリング構成を選
択または特定し得る。ＣＳＩ　ＰＵＳＣＨモジュール７２０はまた、ＰＵＳＣＨの残りの
リソースを使用してデータを送信するために送信機と協同し得る。
【００９５】
　[0113]ＣＳＩ周期性モジュール７２５は、図２乃至図４に関連して上述されるようにＣ
ＳＩ報告周期性により報告構成を特定するように構成され得る。
【００９６】
　[0114]衝突解決モジュール７３０は、図２乃至図４に関連して上述されるように結合さ
れたレポートのうちの２つ以上の間での衝突を特定し得る。衝突解決モジュール７３０は
また、優先順位設定方式および特定された衝突に基づいて結合されたレポートを送信する
ことを控え得る、または、無線デバイスに控えさせ得る。幾つかの例において、優先順位
設定方式は、一組の報告タイプに基づき得、各ＣＳＩ報告グループ内の複数のＣＣのうち
の各々のＣＣは、同じ報告タイプを有する。幾つかの例において、優先順位設定方式は、
最低のサービングセルインデックスにさらに基づき得る。
【００９７】
　[0115]図８は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のために構成され
たＵＥ１１５を含むシステム８００の概略図を示す。システム８００は、ＵＥ１１５－ｃ
を含み得、それは、図１、図２および図５乃至図７に関連して上述される無線デバイス５
００、無線デバイス６００、またはＵＥ１１５の例であり得る。ＵＥ１１５－ｃは、ｅＣ
Ｃ　ＣＳＩモジュール８１０を含み得、それは、図５乃至図７に関連して説明されるｅＣ
Ｃ　ＣＳＩモジュール５１０の例であり得る。ＵＥ１１５－ｃはまた、ＣＲＳ処理モジュ
ール８２５を含み得る。ＵＥ１１５－ｃはまた、通信を送信するためのコンポーネントと
通信を受信するためのコンポーネントとを含む双方向音声およびデータ通信に関するコン
ポーネントを含み得る。例えば、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ｄまたはＵＥ１１５
－ｄと双方向で通信し得る。
【００９８】
　[0116]ＣＲＳ処理モジュール８２５は、１つまたは複数のＣＣに関する結合されたレポ
ート内への含有のためにＣＱＩおよび他のチャネル状態情報を特定するためにＣＲＳまた
はＣＲＳ－ＲＳを受信および処理し得る。
【００９９】
　[0117]ＵＥ１１５－ｃはまた、プロセッサ８０５と、メモリ８１５（ソフトウェア（Ｓ
Ｗ）８２０を含む）と、トランシーバ８３５と、１本または複数本のアンテナ８４０と、
を含み得、それらの各々は、直接または間接的に、（例えば、バス８４５を介して）互い
と通信し得る。トランシーバ８３５は、上述されるように、アンテナ８４０または無線ま
たは有線のリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと双方向で通信し得る。例え
ば、トランシーバ８３５は、基地局１０５または別のＵＥ１１５と双方向で通信し得る。
トランシーバ８３５は、パケットを変調して変調されたパケットを送信のためにアンテナ
８４０に提供するための、および、アンテナ８４０から受信されたパケットを復調するた
めのモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｃは、単一のアンテナ８４０を含み得る一方で、Ｕ
Ｅ１１５－ｃはまた、複数の無線送信物を同時に送信または受信することが可能な複数本
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のアンテナ８４０を有し得る。
【０１００】
　[0118]メモリ８１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読み取り専用メモリ（
ＲＯＭ）と、を含み得る。メモリ８１５は、実行されると、本明細書において説明される
様々な機能（例えば、ｅＣＡに関するＣＳＩ報告、等）を実行することをプロセッサモジ
ュール８０５に行わせる、または、本明細書において説明される機能を実行することをＵ
Ｅ１１５－ｃ、またはそれのコンポーネントに行わせることをプロセッサに行わせ得る命
令を含む、コンピュータ可読の、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコ
ード８２０を格納し得る。代替で、ソフトウェア／ファームウェアコード８２０は、プロ
セッサモジュール８０５によって直接実行され得ず、（コンパイルおよび実行されたとき
に）本明細書において説明される機能を実行することをコンピュータに行わせ得る。プロ
セッサモジュール８０５は、インテリジェントなハードウェアデバイス（例えば、中央処
理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、等）を含み得る。
【０１０１】
　[0119]図９は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のために構成され
た無線デバイス９００のブロック図を示す。無線デバイス９００は、図１乃至図８に関連
して説明される基地局１０５の態様の例であり得る。無線デバイス９００は、受信機９０
５、基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０、または送信機９１５を含み得る。無線デバ
イス９００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いと通
信状態にあり得る。
【０１０２】
　[0120]受信機９０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル
、およびｅＣＡに関するＣＳＩ報告に関連する情報、等）と関連されたパケット、ユーザ
データ、または制御情報のような情報を受信し得る。情報は、基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジ
ュール９１０に、および、無線デバイス９００の他のコンポーネントに、渡される。幾つ
かの例において、受信機９０５は、半永続的なスケジューリング構成によりＰＵＳＣＨの
残りのリソースを使用してデータを受信し得る。幾つかの例において、受信機９０５は、
ＰＵＳＣＨ上で１つまたは複数の結合されたレポートを受信するのと同時にＰＵＣＣＨ上
で信号を受信し得る。
【０１０３】
　[0121]基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０は、一組のＣＣに関するキャリアアグリ
ゲーション構成を確立し、ＣＣの組を幾つかのＣＳＩ報告グループに分割し、各ＣＳＩ報
告グループは、複数のＣＣを含み、ＣＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成
し、対応するＣＳＩ報告構成に基づいてＣＳＩ報告グループに対応する１つまたは幾つか
の結合されたレポートを受信し得る。
【０１０４】
　[0122]送信機９１５は、無線デバイス９００の他のコンポーネントから受信された信号
を送信し得る。幾つかの例において、送信機９１５は、トランシーバモジュールにおいて
受信機９０５と共配置され得る。送信機９１５は、単一のアンテナを含み得、または、複
数本のアンテナを含み得る。
【０１０５】
　[0123]図１０は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための無線デ
バイス１０００のブロック図を示す。無線デバイス１０００は、図１乃至図９に関連して
説明される無線デバイス９００または基地局１０５の態様の例であり得る。無線デバイス
１０００は、受信機９０５－ａ、基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０－ａ、または送
信機９１５－ａを含み得る。無線デバイス１０００はまた、プロセッサを含み得る。これ
らのコンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュ
ール９１０－ａはまた、ＣＡ構成モジュール１００５と、ＣＣ分割モジュール１０１０と
、ＣＳＩ構成モジュール１０１５と、ＣＳＩ処理モジュール１０２０と、を含み得る。
【０１０６】
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　[0124]受信機９０５－ａは、基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０－ａに、およびデ
バイスの他のコンポーネントに渡され得る情報を受信し得る。基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジ
ュール９１０－ａは、図９に関連して上述される動作を実行し得る。送信機９１５－ａは
、無線デバイス１０００の他のコンポーネントから受信された信号を送信し得る。
【０１０７】
　[0125]ＣＡ構成モジュール１００５は、図２乃至図４に関連して上述されるように一組
のＣＣに関するキャリアアグリゲーション構成を確立し得る。
【０１０８】
　[0126]ＣＣ分割モジュール１０１０は、ＣＣの組をＣＳＩ報告グループに分割し得、各
ＣＳＩ報告グループは、図２乃至図４に関連して上述されるように幾つかのＣＣを含み得
る。幾つかの例において、ＣＣの組を分割することは、一組の報告タイプに基づいて各Ｃ
ＳＩ報告グループに関する複数のＣＣを選択することを含む。幾つかの例において、ＣＣ
の組を分割することは、ＣＳＩ報告周期性に基づいて各ＣＳＩ報告グループに関する複数
のＣＣを選択することを含む。幾つかの例において、ＣＣの組からの各ＣＣは、複数のＣ
ＳＩ報告グループのうちの１つのＣＳＩ報告グループ内に存在し得る。
【０１０９】
　[0127]ＣＳＩ構成モジュール１０１５は、図２乃至図４に関連して上述されるようにＣ
ＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成し得る。幾つかの例において、ＣＳＩ
報告構成の各々は、ＣＳＩ報告周期性を含む。
【０１１０】
　[0128]ＣＳＩ処理モジュール１０２０は、図２乃至図４に関連して上述されるように対
応するＣＳＩ報告構成に基づいてＣＳＩ報告グループに対応する１つまたは複数の結合さ
れたレポートを受信し得る。幾つかの例において、結合されたレポートの各々は、対応す
るＣＳＩ報告グループ内の複数のＣＣの各々に関するＣＳＩ情報を含む。幾つかの例にお
いて、１つまたは複数の結合されたレポートの各々は、ＣＳＩ報告グループ内の複数のＣ
Ｃに対応する多重化された一組の個々のＣＳＩレポートを含み、個々のＣＳＩレポートの
各々は、個々のＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部分的に基づき得る。幾つかの例に
おいて、個々のＰＵＣＣＨフォーマットは、ＰＵＣＣＨフォーマット３であり得る。幾つ
かの例において、１つまたは複数の結合されたレポートは、第１のＵＬ制御チャネル上で
受信される。ＣＳＩ処理モジュール１０２０はまた、第１のＵＬ制御チャネルと異なるＣ
Ｃ上で第２のＵＬ制御チャネル上で第２のＣＳＩレポートを受信し得る。幾つかの例にお
いて、１つまたは複数の結合されたレポートを受信することは、ＣＳＩ報告周期性に基づ
く。
【０１１１】
　[0129]無線デバイス９００および１０００のコンポーネントは、個々にまたは全体で、
ハードウェア内の適用可能な機能のうちの一部または全部を実行するように好適化された
少なくとも１つのＡＳＩＣとともに実装され得る。代替で、機能は、少なくとも１つのＩ
Ｃ上において、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され得る
。他の例において、他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ
、ＦＰＧＡ、または別の半カスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当業界において知ら
れるいずれかの方法でプログラミングされ得る。各ユニットの機能はまた、全体または一
部分を、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるように
フォーマットされたメモリにおいて具現化された命令とともに実装され得る。
【０１１２】
　[0130]図１１は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための無線デ
バイス９００または無線デバイス１０００のコンポーネントであり得る基地局ｅＣＣ　Ｃ
ＳＩモジュール９１０－ｂのブロック図１１００を示す。基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュー
ル９１０－ｂは、図９および図１０に関連して説明される基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュー
ル９１０の態様の例であり得る。基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０－ｂは、ＣＡ構
成モジュール１００５－ａと、ＣＣ分割モジュール１０１０－ａと、ＣＳＩ構成モジュー
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ル１０１５－ａと、ＣＳＩ処理モジュール１０２０－ａと、を含み得る。これらのモジュ
ールの各々は、図１０に関連して上述される機能を実行し得る。基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモ
ジュール９１０－ｂはまた、ＢＳ　ＨＡＲＱモジュール１１０５と、ＰＵＳＣＨ構成モジ
ュール１１１０と、を含み得る。
【０１１３】
　[0131]基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０－ｂのコンポーネントは、個々にまたは
全体で、ハードウェア内の適用可能な機能のうちの一部または全部を実行するように好適
化された少なくとも１つのＡＳＩＣとともに実装され得る。代替で、機能は、少なくとも
１つのＩＣ上において、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行
され得る。他の例において、他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プラットフォーム
ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別の半カスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当業界にお
いて知られるいずれかの方法でプログラミングされ得る。各ユニットの機能はまた、全体
または一部分を、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行され
るようにフォーマットされたメモリにおいて具現化された命令とともに実装され得る。
【０１１４】
　[0132]ＢＳ　ＨＡＲＱモジュール１１０５は、図２乃至図４に関連して上述されるよう
にＨＡＲＱフィードバックを含む結合されたレポートを特定および利用するように構成さ
れ得る。
【０１１５】
　[0133]ＰＵＳＣＨ構成モジュール１１１０は、図２乃至図４に関連して上述されるよう
に半永続的なスケジューリング構成を使用してＰＵＳＣＨに基づいて結合されたレポート
を受信するように構成され得る。幾つかの例において、結合されたレポートは、まとめて
コーディングされる。ＰＵＳＣＨ構成モジュール１１１０はまた、結合されたレポートの
周期性に基づいてＰＵＳＣＨに関する半永続的なスケジューリング構成を選択し得る。
【０１１６】
　[0134]図１２は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のために構成さ
れた基地局１０５を含むシステム１２００の概略図を示す。システム１２００は、基地局
１０５－ｅを含み得、それは、図１、図２、および図９乃至図１１に関連して上述される
無線デバイス９００、無線デバイス１０００、または基地局１０５の例であり得る。基地
局１０５－ｅは、基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール１２１０を含み得、それは、図９乃至
図１１に関連して説明される基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０の例であり得る。基
地局１０５－ｅはまた、通信を送信するためのコンポーネントと通信を受信するためのコ
ンポーネントとを含む双方向音声およびデータ通信に関するコンポーネントを含み得る。
例えば、基地局１１５－ｅは、ＵＥ１１５－ｅまたはＵＥ１１５－ｆと双方向で通信し得
る。
【０１１７】
　[0135]幾つかの場合、基地局１１５－ｅは、１つまたは複数の有線バックホールリンク
を有し得る。基地局１１５－ｅは、コアネットワーク１３０への有線バックホールリンク
（例えば、Ｓ１インタフェース、等）を有し得る。基地局１１５－ｅはまた、基地局間バ
ックホールリンク（例えば、Ｘ２インタフェース）を介して基地局１０５－ｆおよび基地
局１０５－ｇのような他の基地局１０５と通信し得る。基地局１０５の各々は、同じまた
は異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し得る。幾つかの場合、基地局
１０５－ｅは、基地局通信モジュール１２２５を利用して１０５－ｆまたは１０５－ｇの
ような他の基地局と通信し得る。幾つかの例において、基地局通信モジュール１２２５は
、基地局１０５のうちの一部の間での通信を提供するためにＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレ
ス通信ネットワーク技術におけるＸ２インタフェースを提供し得る。幾つかの例において
、基地局１０５－ｅは、コアネットワーク１３０を通じて他の基地局と通信し得る。幾つ
かの場合、基地局１０５－ｅは、ネットワーク通信モジュール１２３０を通じてコアネッ
トワーク１３０と通信し得る。
【０１１８】
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　[0136]基地局１０５－ｅは、プロセッサモジュール１２０５と、メモリ１２１５（ソフ
トウェア（ＳＷ）１２２０を含む）と、トランシーバモジュール１２３５と、アンテナ１
２４０と、を含み得、それらの各々は、直接または間接的に、（例えば、バスシステム１
２４５を通じて）互いと通信し得る。トランシーバモジュール１２３５は、アンテナ１２
４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向で通信し得る。トラ
ンシーバモジュール１２３５（または、基地局１０５－ｅの他のコンポーネント）はまた
、アンテナ１２４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（示されていない）と双方向
で通信するように構成され得る。トランシーバモジュール１２３５は、パケットを変調し
て変調されたパケットを送信のためにアンテナ１２４０に提供する９ように、および、ア
ンテナ１２４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。
基地局１０５－ｅは、１本または複数本の関連されたアンテナ１２４０を各々有する複数
のトランシーバモジュール１２３５を含み得る。トランシーバモジュールは、図９の例示
的な結合された受信機９０５および送信機９１５であり得る。
【０１１９】
　[0137]メモリ１２１５は、ＲＡＭと、ＲＯＭと、を含み得る。メモリ１２１５はまた、
実行されると、本明細書において説明される様々な機能（例えば、ｅＣＡに関するＣＳＩ
報告、カバレッジエンハンスメント技法を選択すること、呼処理、データベース管理、メ
ッセージルーティング、等）を実行することをプロセッサモジュール１２１０に行わせる
ように構成される命令、または、本明細書において説明される機能を実行することを基地
局１１５－ｃ、またはそれのコンポーネントに行わせることをプロセッサに行わせ得る命
令を含む、コンピュータ可読の、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１２２０を格
納し得る。代替で、ソフトウェア１２２０は、プロセッサモジュール１２０５によって直
接実行され得ず、例えばコンパイルおよび実行されたときに、本明細書において説明され
る機能を実行することをコンピュータに行わせるように構成され得る。プロセッサモジュ
ール１２０５は、インテリジェントなハードウェアデバイス、例えば、ＣＰＵ、マイクロ
コントローラ、ＡＳＩＣ、等を含み得る。プロセッサモジュール１２０５は、エンコーダ
、待ち行列処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、および同様の物のような様々な専用プロセッサを含み得る
。
【０１２０】
　[0138]基地局通信モジュール１２２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。通
信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１５との通信を制御するための
コントローラまたはスケジューラを含み得る。例えば、基地局通信モジュール１２２５は
、ビームフォーミングまたは共同送信のような様々な干渉軽減技法に関してＵＥ１１５へ
の送信のためのスケジューリングを調整し得る。
【０１２１】
　[0139]図１３は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための方法１
３００を示したフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図１乃至図８に関連して
説明されるようにＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって実装され得る。例えば
、方法１３００の動作は、図５乃至図８に関連して説明されるようにｅＣＣ　ＣＳＩモジ
ュール５１０によって実行され得る。幾つかの例において、ＵＥ１１５は、以下において
説明される機能を実行するためにＵＥ１１５の機能上の要素を制御するために一組のコー
ドを実行し得る。さらに加えてまたは代替で、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用し
て以下において説明される機能の態様を実行し得る。
【０１２２】
　[0140]ブロック１３１０において、ＵＥ１１５は、複数のＣＳＩ報告グループの各々に
関するＣＳＩ報告構成を特定し得、各ＣＳＩ報告グループは、図２乃至図４に関連して上
述されるようにＣＣの組からの複数のＣＣを含む。幾つかの例において、ブロック１３１
０の動作は、図６に関連して上述されるようにＣＳＩグループ分けモジュール６１０によ
って実行され得る。
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【０１２３】
　[0141]ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように対応するＣＳＩ報告構成に基づいて複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合
されたレポートを生成し得る。幾つかの例において、ブロック１３１５の動作は、図６に
関連して上述されるように結合レポートモジュール６１５によって実行され得る。
【０１２４】
　[0142]ブロック１３２０において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信し得る。幾つかの例において、
ブロック１３２０の動作は、図５に関連して上述されるように送信機５１５によって実行
され得る。
【０１２５】
　[0143]図１４は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための方法１
４００を示したフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１乃至図８に関連して
説明されるようにＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって実装され得る。例えば
、方法１４００の動作は、図５乃至図８に関連して説明されるようにｅＣＣ　ＣＳＩモジ
ュール５１０によって実行され得る。幾つかの例において、ＵＥ１１５は、以下において
説明される機能を実行するためにＵＥ１１５の機能上の要素を制御するために一組のコー
ドを実行し得る。さらに加えてまたは代替で、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用し
て以下において説明される機能の態様を実行し得る。方法１４００はまた、図１３の方法
１３００の態様を組み込み得る。
【０１２６】
　[0144]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、複数のＣＳＩ報告グループの各々に
関するＣＳＩ報告構成を特定し得、各ＣＳＩ報告グループは、図２乃至図４に関連して上
述されるようにＣＣの組からの複数のＣＣを含む。幾つかの例において、ブロック１４１
０の動作は、図６に関連して上述されるようにＣＳＩグループ分けモジュール６１０によ
って実行され得る。
【０１２７】
　[0145]ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ようにＣＳＩ報告グループの各々に関する基準ＣＣを選択し得る。幾つかの例において、
ブロック１４１５の動作は、図７に関連して上述されるようにＣＳＩデルタモジュール７
０５によって実行され得る。
【０１２８】
　[0146]ブロック１４２０において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように基準ＣＣの各々に関するＣＳＩパラメータを特定し得る。幾つかの例において、ブ
ロック１４２０の動作は、図７に関連して上述されるようにＣＳＩデルタモジュール７１
０によって実行され得る。
【０１２９】
　[0147]ブロック１４２５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように基準ＣＣを除くＣＣの組の各ＣＣに対応する一組のＣＳＩデルタ値を計算し得る。
幾つかの例において、ブロック１４２５の動作は、図７に関連して上述されるようにＣＳ
Ｉデルタモジュール７０５によって実行され得る。
【０１３０】
　[0148]ブロック１４３０において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように対応するＣＳＩ報告構成に基づいて複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合
されたレポートを生成し得る。幾つかの場合、結合されたレポートの各々は、対応する基
準ＣＣに関するＣＳＩパラメータと、対応する複数のＣＣに関するＣＳＩデルタ値の部分
組と、を含む。幾つかの例において、ブロック１４３０の動作は、図６に関連して上述さ
れるように結合レポートモジュール６１５によって実行され得る。
【０１３１】
　[0149]ブロック１４３５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
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ように結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信し得る。幾つかの例において、
ブロック１４３５の動作は、図５に関連して上述されるように送信機５１５によって実行
され得る。
【０１３２】
　[0150]図１５は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための方法１
５００を示したフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１乃至図８に関連して
説明されるようにＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって実装され得る。例えば
、方法１５００の動作は、図５乃至図８に関連して説明されるようにｅＣＣ　ＣＳＩモジ
ュール５１０によって実行され得る。幾つかの例において、ＵＥ１１５は、以下において
説明される機能を実行するためにＵＥ１１５の機能上の要素を制御するために一組のコー
ドを実行し得る。さらに加えてまたは代替で、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用し
て以下において説明される機能の態様を実行し得る。方法１５００はまた、図１３および
図１４の方法１３００または１４００の態様を組み込み得る。
【０１３３】
　[0151]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、複数のＣＳＩ報告グループの各々に
関するＣＳＩ報告構成を特定し得、各ＣＳＩ報告グループは、図２乃至図４に関連して上
述されるようにＣＣの組からの複数のＣＣを含む。幾つかの例において、ブロック１５１
０の動作は、図６に関連して上述されるようにＣＳＩグループ分けモジュール６１０によ
って実行され得る。
【０１３４】
　[0152]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように対応するＣＳＩ報告構成に基づいて複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合
されたレポートを生成し得る。幾つかの場合、複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する
結合されたレポートを生成することは、ＣＳＩ報告グループ内の複数のＣＣに対応する一
組の個々のＣＳＩレポートを多重化することを含み、個々のＣＳＩレポートの各々は、個
々のＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部分的に基づく。幾つかの場合、結合されたレ
ポートのうちの１つまたは複数は、ＨＡＲＱフィードバックを含む。幾つかの例において
、ブロック１５１５の動作は、図６に関連して上述されるように結合レポートモジュール
６１５によって実行され得る。
【０１３５】
　[0153]ブロック１５２０において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信し得る。幾つかの場合、結合さ
れたレポートのうちの１つまたは複数を送信することは、第１のＵＬ制御チャネル上で結
合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信することを含む。幾つかの例において、
ブロック１５２０の動作は、図５に関連して上述されるように送信機５１５によって実行
され得る。
【０１３６】
　[0154]ブロック１５２５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように第１のＵＬ制御チャネルと異なるＣＣ上で第２のＵＬ制御チャネル上で第２のＣＳ
Ｉレポートを送信し得る。幾つかの例において、ブロック１５２５の動作は、図５に関連
して上述されるように送信機５１５によって実行され得る。
【０１３７】
　[0155]図１６は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための方法１
６００を示したフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１乃至図８に関連して
説明されるようにＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって実装され得る。例えば
、方法１６００の動作は、図５乃至図８に関連して説明されるようにｅＣＣ　ＣＳＩモジ
ュール５１０によって実行され得る。幾つかの例において、ＵＥ１１５は、以下において
説明される機能を実行するためにＵＥ１１５の機能上の要素を制御するために一組のコー
ドを実行し得る。さらに加えてまたは代替で、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用し
て以下において説明される機能の態様を実行し得る。方法１６００はまた、図１３乃至図



(29) JP 6686030 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

１５の方法１３００、１４００、または１５００の態様を組み込み得る。
【０１３８】
　[0156]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、複数のＣＳＩ報告グループの各々に
関するＣＳＩ報告構成を特定し得、各ＣＳＩ報告グループは、図２乃至図４に関連して上
述されるようにＣＣの組からの複数のＣＣを含む。幾つかの例において、ブロック１６１
０の動作は、図６に関連して上述されるようにＣＳＩグループ分けモジュール６１０によ
って実行され得る。
【０１３９】
　[0157]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように対応するＣＳＩ報告構成に基づいて複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する結合
されたレポートを生成し得る。幾つかの例において、ブロック１６１５の動作は、図６に
関連して上述されるように結合レポートモジュール６１５によって実行され得る。
【０１４０】
　[0158]ブロック１６２０において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように結合されたレポートのうちの１つまたは複数の間での衝突を特定し得る。幾つかの
例において、ブロック１６２０の動作は、図７に関連して上述されるように衝突解決モジ
ュール７３０によって実行され得る。
【０１４１】
　[0159]ブロック１６２５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信し得る。幾つかの例において、
ブロック１６２５の動作は、図５に関連して上述されるように送信機５１５によって実行
され得る。
【０１４２】
　[0160]ブロック１６３０において、ＵＥ１１５は、図２乃至図４に関連して上述される
ように優先順位設定方式および特定された衝突に基づいて２つ以上の結合されたレポート
のうちの少なくとも１つを送信することを控え得る。幾つかの例において、ブロック１６
３０の動作は、図７に関連して上述されるように衝突解決モジュール７３０によって実行
され得る。
【０１４３】
　[0161]図１７は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための方法１
７００を示したフローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１乃至図７および図９
乃至図１２に関連して説明されるように基地局１０５またはそれのコンポーネントによっ
て実装され得る。例えば、方法１７００の動作は、図９乃至図１２に関連して説明される
ように基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０によって実行され得る。幾つかの例におい
て、基地局１０５は、以下において説明される機能を実行するために基地局１０５の機能
上の要素を制御するために一組のコードを実行し得る。さらに加えてまたは代替で、基地
局１０５は、専用ハードウェアを使用して以下において説明される機能の態様を実行し得
る。
【０１４４】
　[0162]ブロック１７０５において、基地局１０５は、図２乃至図４に関連して上述され
るように一組のＣＣに関するキャリアアグリゲーション構成を確立し得る。幾つかの例に
おいて、ブロック１７０５の動作は、図１０に関連して上述されるようにＣＡ構成モジュ
ール１００５によって実行され得る。
【０１４５】
　[0163]ブロック１７１０において、基地局１０５は、ＣＣの組の少なくとも一部分を複
数のＣＳＩ報告グループに分割し得、各ＣＳＩ報告グループは、図２乃至図４に関連して
上述されるように複数のＣＣを含む。幾つかの例において、ブロック１７１０の動作は、
図１０に関連して上述されるようにＣＣ分割モジュール１０１０によって実行され得る。
【０１４６】
　[0164]ブロック１７１５において、基地局１０５は、図２乃至図４に関連して上述され
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るようにＣＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成し得る。幾つかの例におい
て、ブロック１７１５の動作は、図１０に関連して上述されるようにＣＳＩ構成モジュー
ル１０１５によって実行され得る。
【０１４７】
　[0165]ブロック１７２０において、基地局１０５は、図２乃至図４に関連して上述され
るように対応するＣＳＩ報告構成に基づいてＣＳＩ報告グループに対応する１つまたは複
数の結合されたレポートを受信し得る。幾つかの例において、ブロック１７２０の動作は
、図１０に関連して上述されるようにＣＳＩ処理モジュール１０１０によって実行され得
る。
【０１４８】
　[0166]図１８は、本開示の様々な態様によるｅＣＡに関するＣＳＩ報告のための方法１
８００を示したフローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１乃至図７および図９
乃至図１２に関連して説明されるように基地局１０５またはそれのコンポーネントによっ
て実装され得る。例えば、方法１８００の動作は、図９乃至図１２に関連して説明される
ように基地局ｅＣＣ　ＣＳＩモジュール９１０によって実行され得る。幾つかの例におい
て、基地局１０５は、以下において説明される機能を実行するために基地局１０５の機能
上の要素を制御するために一組のコードを実行し得る。さらに加えてまたは代替で、基地
局１０５は、専用ハードウェアを使用して以下において説明される機能の態様を実行し得
る。方法１８００はまた、図１７の方法１７００の態様を組み込み得る。
【０１４９】
　[0167]ブロック１８０５において、基地局１０５は、図２乃至図４に関連して上述され
るように一組のＣＣに関するキャリアアグリゲーション構成を確立し得る。幾つかの例に
おいて、ブロック１８０５の動作は、図１０に関連して上述されるようにＣＡ構成モジュ
ール１００５によって実行され得る。
【０１５０】
　[0168]ブロック１８１０において、基地局１０５は、ＣＣの組の少なくとも一部分を複
数のＣＳＩ報告グループに分割し得、各ＣＳＩ報告グループは、図２乃至図４に関連して
上述されるように複数のＣＣを含む。幾つかの例において、ブロック１８１０の動作は、
図１０に関連して上述されるようにＣＣ分割モジュール１０１０によって実行され得る。
【０１５１】
　[0169]ブロック１８１５において、基地局１０５は、図２乃至図４に関連して上述され
るようにＣＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成し得る。幾つかの例におい
て、ブロック１８１５の動作は、図１０に関連して上述されるようにＣＳＩ構成モジュー
ル１０１５によって実行され得る。
【０１５２】
　[0170]ブロック１８２０において、基地局１０５は、図２乃至図４に関連して上述され
るように対応するＣＳＩ報告構成に基づいてＣＳＩ報告グループに対応する１つまたは複
数の結合されたレポートを受信し得る。幾つかの場合、
１つまたは複数の結合されたレポートを受信することは、ＣＳＩ報告グループ内の複数の
ＣＣに対応する多重化された一組の個々のＣＳＩレポートを受信することを含み、個々の
ＣＳＩレポートの各々は、個々のＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部分的に基づく。
幾つかの場合、結合されたレポートのうちの１つまたは複数は、ＨＡＲＱフィードバック
を含む。幾つかの場合、結合されたレポートのうちの１つまたは複数を受信することは、
ＵＬ制御チャネル上で結合されたレポートのうちの１つまたは複数を受信することを含む
。幾つかの例において、ブロック１８２０の動作は、図１０に関連して上述されるように
ＣＳＩ処理モジュール１０２０によって実行され得る。
【０１５３】
　[0171]ブロック１８２５において、基地局１０５は、図２乃至図４に関連して上述され
るように第１の制御チャネルと異なるＣＣ上で第２のＵＬ制御チャネル上で第２のＣＳＩ
レポートを受信し得る。幾つかの例において、ブロック１８２５の動作は、図１０に関連
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して上述されるようにＣＳＩ処理モジュール１０２０によって実行され得る。
【０１５４】
　[0172]以上のように、方法１３００、１４００、１５００、１６００、１７００、およ
び１８００は、ｅＣＡに関するＣＳＩ報告を提供し得る。方法１３００、１４００、１５
００、１６００、１７００、および１８００は、可能な実装について説明すること、およ
び、動作およびステップは他の実装が可能であるように再アレンジまたは他の方法で変更
され得ることが注記されるべきである。幾つかの例において、方法１３００、１４００、
１５００、１６００、１７００、および１８００のうちの２つ以上からの態様は、結合さ
れ得る。
【０１５５】
　[0173]添付された図面に関連して上において示される詳細な説明は、例示的な構成につ
いて説明するものであり、実装され得るまたは請求項の範囲内にあるすべての例を表すも
のではない。この説明全体を通じて使用される用語「例示的な」は、「例、実例、または
例示として働くこと」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」ことは
意味しない。詳細な説明は、説明される技法の理解を提供することを目的とした具体的な
詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしで実行され得る
。幾つかの例において、周知の構造および装置は、説明される例の概念を不明瞭にするこ
とを回避するためにブロック図の形で示される。
【０１５６】
　[0174]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用して表
され得る。例えば、上記の説明全体を通じて参照されることがあるデータ、命令、コマン
ド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場、磁粒
子、光学場、光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１５７】
　[0175]本明細書における開示に関連して説明される様々な例示的な論理ブロックおよび
モジュールは、本明細書において説明される機能を実行するように設計された汎用プロセ
ッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリート
ゲート論理、ディスクリートトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネ
ント、またはそれらの任意組合せを使用して実装または実行され得る。汎用プロセッサは
、マイクロプロセッサであり得るが、代替においては、プロセッサは、任意の従来のプロ
セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロ
セッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ（例えば、ＤＳＰと、１つのマイク
ロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサとの組合せ、ＤＳＰコアと関連する
１つまたは複数のマイクロプロセッサとの組合せ、または任意の他のそのような構成）と
して実装され得る。
【０１５８】
　[0176]本明細書において説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行さ
れるソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせに実装され得る。
プロセッサによって実行されるソフトウェアに実装される場合は、それらの機能は、１つ
または複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体において格納され得またはコ
ンピュータ可読媒体を通じて送信され得る。他の例および実装は、本開示および添付され
た請求項の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質に起因して、上述される機能は、
プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワ
イヤリング、またはこれらのいずれかの組み合わせを使用して実装されることができる。
機能を実装する特徴はまた、様々な位置に物理的に配置され得、機能の一部分が異なる物
理的場所において実装されるようにするために分散されることを含む。さらに、請求項内
を含む本明細書において使用される場合、項目のリスト（例えば、「～のうちの少なくと
も１つ」または「～のうちの１つまたは複数の」のような句によって始まる項目のリスト
）において使用される「または」は、包含的リストを示し、従って、例えば、「Ａ、Ｂ、
またはＣのうちの少なくとも１つ」のリストは、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡ
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ＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味する。
【０１５９】
　[0177]コンピュータ可読媒体は、非一時的なコンピュータ記憶媒体と、１つの場所から
他へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体との両方を
含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされること
ができる任意の利用可能な媒体であり得る。例として、および限定することなしに、非一
時的なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読み取
り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは
他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、ま
たは、希望されるプログラムコード手段を命令またはデータ構造の形態で搬送または格納
するために使用されることができおよび汎用または専用コンピュータ、または汎用または
専用プロセッサによってアクセスされることができる任意の他の非一時的な媒体、を備え
ることができる。さらに、任意の接続は、コンピュータ可読媒体であると適切に呼ばれる
。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、デジタル加
入者ライン（ＤＳＬ）、または、赤外線、無線、およびマイクロ波のような無線技術を使
用してウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、より対線、ＤＳＬは、または、赤外線、無線、およびマイクロ波
のような無線技術は、媒体の定義の中に含まれる。本明細書において用いられるときのデ
ィスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、ＣＤ（ｄｉｓｃ）と、レーザーディスク（登録商
標）（ｄｉｓｃ）と、光ディスク（ｄｉｓｃ）と、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶ
Ｄ）（ｄｉｓｃ）と、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）と、ブルーレイディ
スク（ｄｉｓｃ）と、を含み、ここで、ｄｉｓｋは通常は磁気的にデータを再生し、ｄｉ
ｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせも、コンピュータ
可読媒体の適用範囲内に含められる。
【０１６０】
　[0178]本開示の前の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者にとって容易に明確になるであろ
う、および本明細書において定められる一般原理は、本開示の適用範囲から逸脱すること
なしに他の変形に対して適用され得る。以上のように、本開示は、本明細書において説明
される例および設計に限定されるものではなく、本明細書において開示される原理および
新規の特徴に一致する限りにおいて最も広範な適用範囲が認められるべきである。
【０１６１】
　[0179]本明細書において説明される技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡお
よび他のシステムのような様々なワイヤレス通信システムに関して使用され得る。用語「
システム」および「ネットワーク」は、互換可能な形でしばしば使用される。ＣＤＭＡシ
ステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、等のような
無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ
－８５６規格を網羅する。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、ＣＤＭＡ２０００　１
Ｘ、１Ｘ、等と共通して呼ばれ得る。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、ＣＤＭＡ２０
００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高レートパケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と共通して呼ばれる。
ＵＴＲＡは、ワイドバンドＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））と、ＣＤＭＡの他の変形
と、を含む。ＴＤＭＡシステムは、グローバル移動通信システム（ＧＳＭ（登録商標））
のような無線技法を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバン
ド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）
、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ
、等のような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル移動
通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使
用するユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、
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Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびグローバル移動通信システム（Ｇ
ＳＭ）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体か
らの文書において説明される。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナー
シッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の団体からの文書において説明される
。本明細書において説明される技法は、上記のシステムおよび無線技術、さらには他のシ
ステムおよび無線技術に関して使用され得る。しかしながら、上の説明は、例の目的のた
めにＬＴＥシステムについて説明し、上の説明の多くではＬＴＥ用語が使用されるが、技
法は、ＬＴＥ適用例を越えて適用可能である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告グループの各々に関するＣＳＩ報告構成を特定
すること、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、前記ＵＥのキャリアアグリゲーショ
ン構成におけるコンポーネントキャリアの組からの複数のコンポーネントキャリアを備え
る、と、
　前記対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいて前記複数のＣＳＩ報告グル
ープの各々に関する結合されたレポートを生成することと、
　前記結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信することと、を備える、ユーザ
機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記ＣＳＩ報告グループの各々に関する基準コンポーネントキャリアを決定することと
、
　各基準コンポーネントキャリアに関するＣＳＩパラメータを特定することと、
　コンポーネントキャリアの組の各々のコンポーネントキャリアに対応する一組のＣＳＩ
値を計算すること、ここにおいて、コンポーネントキャリアに関する前記ＣＳＩ値は、前
記対応するＣＳＩ報告グループの前記基準コンポーネントキャリアに関する前記ＣＳＩパ
ラメータに基づく、と、をさらに備え、
　ここにおいて、前記結合されたレポートの各々は、前記基準コンポーネントキャリアに
関する前記ＣＳＩパラメータと、前記対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアに関するＣＳＩ値の前記計算された組の部分組と、を備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアの各々に関するＣＳＩ情報を備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　コンポーネントキャリアの前記組からの各コンポーネントキャリアは、前記複数のＣＳ
Ｉ報告グループのうちの１つのＣＳＩ報告グループと関連される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する前記結合されたレポートを生成すること
は、
　前記ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに対応する複数のＣＳ
Ｉレポートを多重化することを備え、ここにおいて、各々の個々のＣＳＩは、個々の物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットに少なくとも部分的に基づく、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記送信することは、
　第１のアップリンク（ＵＬ）コンポーネントキャリアの第１のＵＬ制御チャネル上でハ
イブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを第１の結合されたレポートととも
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に送信することと、
　第２のＵＬコンポーネントキャリアの第２のＵＬ制御チャネル上で残りの結合されたレ
ポートを送信することと、をさらに備える、
　Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記１つまたは複数の結合されたレポートを送信することは、
　前記ＵＥの半永続的なスケジューリング構成により物理アップリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）上で前記１つまたは複数の結合されたレポートを送信することを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記結合されたレポートのうちの少なくとも１つは、ＨＡＲＱフィードバックまたはス
ケジューリング要求（ＳＲ）のうちの少なくとも１つ、または両方を備える、
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数のＣＳＩレポートはＨＡＲＱフィードバックを含む旨の指示を送信
することをさらに備える、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記１つまたは複数の結合されたレポートは、まとめてコーディングされる、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＵＥの前記半永続的なスケジューリング構成により前記ＰＵＳＣＨの残りのリソー
スを使用してデータを送信することをさらに備える、
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ＣＳＩ報告構成の各々は、ＣＳＩ報告周期性を備え、および、ここにおいて、前記
１つまたは複数の結合されたレポートを送信することは、
　前記ＣＳＩ報告周期性に少なくとも部分的に基づいて前記１つまたは複数の結合された
レポートを送信することを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記結合されたレポートのうちの２つ以上の間での衝突を特定することと、
　優先順位設定方式に少なくとも部分的に基づいておよび前記衝突が特定されたときに前
記２つ以上の結合されたレポートのうちの少なくとも１つを送信することを控えることと
、をさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記優先順位設定方式は、一組の報告タイプに少なくとも部分的に基づき、および、こ
こにおいて、各ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアの各コンポー
ネントキャリアは、同じ報告タイプを有する、
　Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記優先順位設定方式は、最低のサービングセルインデックスに少なくとも部分的にさ
らに基づく、
　Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）に関するキャリアアグリゲーション構成において一組のコンポーネ
ントキャリアを構成することと、
　コンポーネントキャリアの前記組の少なくとも一部分を複数のＣＳＩ報告グループに分
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割すること、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、複数のコンポーネントキャリアを
備える、と、
　ＣＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成することと、
　前記対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ報告グループに対応
する１つまたは複数の結合されたレポートを前記ＵＥから受信することと、を備える、ワ
イヤレス通信の方法。
［Ｃ１７］
　コンポーネントキャリアの前記組の少なくとも一部分を分割することは、
　一組の報告タイプに少なくとも部分的に基づいて各ＣＳＩ報告グループに関する複数の
コンポーネントキャリアを選択することを備える、
　Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアの各々に関するＣＳＩ情報を備える、
　Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する前記結合されたレポートを生成すること
は、前記ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに対応する複数のＣ
ＳＩレポートを多重化することを備え、ここにおいて、各々の個々のＣＳＩは、個々の物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットに少なくとも部分的に基づく、
　Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記送信することは、第１のアップリンク（ＵＬ）コンポーネントキャリアの第１のＵ
Ｌ制御チャネル上でハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを第１の結合
されたレポートとともに送信することと、
　第２のＵＬコンポーネントキャリアの第２のＵＬ制御チャネル上で残りの結合されたレ
ポートを送信することと、をさらに備える、
　Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告グループの各々に関するＣＳＩ報告構成を特定
するための手段、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、前記ＵＥのキャリアアグリゲ
ーション構成におけるコンポーネントキャリアの組からの複数のコンポーネントキャリア
を備える、と、
　前記対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいて前記複数のＣＳＩ報告グル
ープの各々に関する結合されたレポートを生成するための手段と、
　前記結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信するための手段と、を備える、
ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２２］
　前記ＣＳＩ報告グループの各々に関する基準コンポーネントキャリアを決定するための
手段と、
　各基準コンポーネントキャリアに関するＣＳＩパラメータを特定するための手段と、
　コンポーネントキャリアの前記組の各々のコンポーネントキャリアに対応する一組のＣ
ＳＩ値を計算するための手段、ここにおいて、コンポーネントキャリアに関する前記ＣＳ
Ｉ値は、前記対応するＣＳＩ報告グループの前記基準コンポーネントキャリアに関する前
記ＣＳＩパラメータに基づく、と、をさらに備え、
　ここにおいて、前記結合されたレポートの各々は、前記基準コンポーネントキャリアに
関する前記ＣＳＩパラメータと、前記対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアに関するＣＳＩ値の前記計算された組の部分組と、を備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
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［Ｃ２３］
　前記結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアの各々に関するＣＳＩ情報を備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　コンポーネントキャリアの前記組からの各コンポーネントキャリアは、前記複数のＣＳ
Ｉ報告グループのうちの１つのＣＳＩ報告グループと関連される、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する前記結合されたレポートを生成するため
の前記手段は、
　前記ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに対応する複数のＣＳ
Ｉレポートを多重化するための手段を備え、ここにおいて、各々の個々のＣＳＩは、個々
の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットに少なくとも部分的に基づ
く、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　送信するための前記手段は、
　第１のアップリンク（ＵＬ）コンポーネントキャリアの第１のＵＬ制御チャネル上でハ
イブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを第１の結合されたレポートととも
に送信するための手段と、
　第２のＵＬコンポーネントキャリアの第２のＵＬ制御チャネル上で残りの結合されたレ
ポートを送信するための手段と、をさらに備える、
　Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数の結合されたレポートを送信するための前記手段は、
　前記ＵＥの半永続的なスケジューリング構成により物理アップリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）上で前記１つまたは複数の結合されたレポートを送信するための手段を備える
、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記結合されたレポートのうちの少なくとも１つは、ＨＡＲＱフィードバックまたはス
ケジューリング要求（ＳＲ）のうちの少なくとも１つ、または両方を備える、
　Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記１つまたは複数のＣＳＩレポートはＨＡＲＱフィードバックを含む旨の指示を送信
するための手段をさらに備える、
　Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記１つまたは複数の結合されたレポートは、まとめてコーディングされる、
　Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記ＵＥの前記半永続的なスケジューリング構成により前記ＰＵＳＣＨの残りのリソー
スを使用してデータを送信するための手段をさらに備える、
　Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記ＣＳＩ報告構成の各々は、ＣＳＩ報告周期性を備え、および、ここにおいて、前記
１つまたは複数の結合されたレポートを送信するための前記手段は、
　前記ＣＳＩ報告周期性に少なくとも部分的に基づいて前記１つまたは複数の結合された
レポートを送信するための手段を備える、
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　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記結合されたレポートのうちの２つ以上の間での衝突を特定するための手段と、
　優先順位設定方式に少なくとも部分的に基づいておよび前記衝突が特定されたときに前
記２つ以上の結合されたレポートのうちの少なくとも１つを送信することを控えるための
手段と、をさらに備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記優先順位設定方式は、一組の報告タイプに少なくとも部分的に基づき、および、こ
こにおいて、各ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアの各コンポー
ネントキャリアは、同じ報告タイプを有する、
　Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記優先順位設定方式は、最低のサービングセルインデックスに少なくとも部分的にさ
らに基づく、
　Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）に関するキャリアアグリゲーション構成において一組のコンポーネ
ントキャリアを構成するための手段と、
　コンポーネントキャリアの前記組の少なくとも一部分を複数のＣＳＩ報告グループに分
割するための手段、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、複数のコンポーネントキャ
リアを備える、と、
　ＣＳＩ報告構成を有する各ＣＳＩ報告グループを構成するための手段と、
　前記対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ報告グループに対応
する１つまたは複数の結合されたレポートを前記ＵＥから受信するための手段と、を備え
る、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３７］
　コンポーネントキャリアの前記組の少なくとも一部分を分割するための前記手段は、
　一組の報告タイプに少なくとも部分的に基づいて各ＣＳＩ報告グループに関する複数の
コンポーネントキャリアを選択するための手段を備える、
　Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアの各々に関するＣＳＩ情報を備える、
　Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記複数のＣＳＩ報告グループの各々に関する前記結合されたレポートを生成するため
の前記手段は、
　前記ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに対応する複数のＣＳ
Ｉレポートを多重化するための手段を備え、ここにおいて、各々の個々のＣＳＩは、個々
の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマットに少なくとも部分的に基づ
く、
　Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ４０］
　送信するための前記手段は、
　第１のアップリンク（ＵＬ）コンポーネントキャリアの第１のＵＬ制御チャネル上でハ
イブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを第１の結合されたレポートととも
に送信するための手段と、
　第２のＵＬコンポーネントキャリアの第２のＵＬ制御チャネル上で残りの結合されたレ
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ポートを送信するための手段と、をさらに備える、
　Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つプロセッサと、
　前記少なくとも１つプロセッサと電子的通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに格納され、前記少なくとも１つプロセッサによって実行されると、
　一組のコンポーネントキャリアを備えるキャリアアグリゲーション構成を特定し、
　複数のＣＳＩ報告グループの各々に関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告構成を特定
し、ここにおいて、各ＣＳＩ報告グループは、前記キャリアアグリゲーション構成におけ
るコンポーネントキャリアの前記組からの複数のコンポーネントキャリアを備え、
　前記対応するＣＳＩ報告構成に少なくとも部分的に基づいて前記複数のＣＳＩ報告グル
ープの各々に関する結合されたレポートを生成し、および、
　前記結合されたレポートのうちの１つまたは複数を送信することを前記装置に行わせる
ために動作可能である命令と、を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ４２］
　前記命令は、
　前記ＣＳＩ報告グループの各々に関する基準コンポーネントキャリアを選択し、
　前記基準コンポーネントキャリアの各々に関するＣＳＩパラメータを特定し、
　前記基準コンポーネントキャリアに関する前記ＣＳＩパラメータに基づいてコンポーネ
ントキャリアの前記組の各コンポーネントキャリアに対応する一組のＣＳＩ値を計算する
ことを前記装置に行わせるために動作可能であり、
　ここにおいて、前記結合されたレポートの各々は、前記対応する基準コンポーネントキ
ャリアに関する前記ＣＳＩパラメータと、前記対応する複数のコンポーネントキャリアに
関するＣＳＩ値の部分組と、を備える、
　Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記結合されたレポートの各々は、対応するＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポ
ーネントキャリアの各々に関するＣＳＩ情報を備える、
　Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記命令は、
　前記ＣＳＩ報告グループ内の前記複数のコンポーネントキャリアに対応する複数のＣＳ
Ｉレポートを多重化することを前記装置に行わせるために動作可能であり、ここにおいて
、前記個々のＣＳＩレポートの各々は、個々の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ）フォーマットに少なくとも部分的に基づく、
　Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記命令は、
　第１のアップリンク（ＵＬ）制御チャネル上で前記結合されたレポートのうちの前記１
つまたは複数を送信し、および、
　前記第１のＵＬ制御チャネルと異なるコンポーネントキャリア（ＣＣ）上で第２のＵＬ
制御チャネル上で残りの結合されたレポートを送信することを前記装置に行わせるために
動作可能である、
　Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記命令は、
　半永続的なスケジューリング構成により物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
上で前記結合されたレポートのうちの前記１つまたは複数を送信することを前記装置に行
わせるために動作可能である、
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　Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記命令は、
　前記半永続的なスケジューリング構成により前記ＰＵＳＣＨの残りのリソースを使用し
てデータを送信することを前記装置に行わせるために動作可能である、
　Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記ＣＳＩ報告構成の各々は、ＣＳＩ報告周期性を備え、および、ここにおいて、前記
命令は、
　前記ＣＳＩ報告周期性に少なくとも部分的に基づいて前記１つまたは複数の結合された
レポートを送信することを前記装置に行わせるために動作可能である、
　Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記命令は、
　前記結合されたレポートのうちの２つ以上の間での衝突を特定し、および、
　優先順位設定方式および前記特定された衝突に少なくとも部分的に基づいて前記２つ以
上の結合されたレポートのうちの少なくとも１つを送信することを控えることを前記装置
に行わせるために動作可能である、
　Ｃ４１に記載の装置。

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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